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い
る
。 京

都
・
東
寺
講
堂
五
菩
薩
像
や
大
阪
・
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
な
ど
に
代
表

さ
れ
る
平
安
時
代
初
期
の
彫
刻
作
品
に
つ
い
て
は
、
様
式
論
、
図
像
学
、
あ
る

い
は
文
献
史
料
の
検
討
に
よ
っ
て
多
く
の
優
れ
た
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
当
該
期
の
作
品
研
究
に
は
、

―
つ
は
、
前
代
す
な
わ
ち
奈
良
時
代
後
期
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け

て
の
作
品
に
は
、
制
作
年
代
の
明
ら
か
な
基
準
作
例
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
こ
と

は
じ
め
に

は
じ
め
に

一
、
研
究
史
の
整
理
と
問
題
の
所
在

二
、
髪
型
の
分
類
醤
部

三
、
髪
型
の
分
類
地
髪
部

四
、
宝
菩
提
院
菩
薩
像
と
そ
の
周
辺
作
品

五
、
髪
束
を
耳
に
か
け
る
地
愛
部
形
式

む
す
び

つ
ね
に
二
つ
の
問
題
が
存
在
し
て

期
彫
刻
の
特
質
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

像
と
い
っ
た
捻
塑
像
と
木
彫
像
と
が
混
在
し
て
お
り
、
様
式
変
遷
の
把
握
を
複

ー
平
安
時
代
初
期
彫
刻
研
究
の
一
指
標
と
し
て

で
あ
る
。
も
う
―
つ
は
、
使
用
す
る
材
質
（
金
属
、
塑
土
、
乾
漆
、
木
）
が
像
の

表
現
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
と
す
れ
ば
、
八
ー
九
世
紀
は
乾
漆
像
や
塑

雑
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
は
、
客
観
的
な
編
年

の
指
標
と
、
混
在
す
る
材
質
間
の
関
係
性
を
考
え
る
新
た
な
視
点
の
提
示
が
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
方
法
と
し

て
髪
型
の
造
形
に
着
目
す
る
。
表
題
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
奈
良
時
代
を
含
む
八

世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
の
菩
薩
形
像
の
髪
型
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
形
式

分
類
を
行
い
、
そ
の
う
え
で
平
安
時
代
初
期
の
菩
薩
形
像
の
髪
型
の
成
立
事
情

な
ら
び
に
展
開
を
跡
付
け
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
平
安
時
代
初

八
＼
九
世
紀
菩
薩
形
像
の
髪
型
に
関
す
る
考
察

丹

村

祥

子
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数
と
髪
束
の
垂
下
の
仕
方
で
分
類
し
、
渦
を
ま
く
螺
髯
の
典
型
例
が
雲
中
供
養

こ。t
 

一
、
研
究
史
の
整
理
と
問
題
の
所
在

八
ー
九
世
紀
の
菩
薩
形
像
の
髪
型
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
は
じ
め

(
l
)
 

に
先
行
研
究
を
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
平
安
時
代
初
期
お
よ
び
そ
れ
よ
り
以
前

の
作
品
の
髪
型
を
中
心
に
論
じ
た
先
行
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
ず
、
平

安
時
代
後
期
や
鎌
倉
時
代
の
作
品
の
髪
型
を
論
じ
る
際
に
、
先
例
と
し
て
触
れ

ら
れ
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
個
々
の
作
品
間
の
相
違
点
が
指
摘
さ
れ
る
に

留
ま
っ
て
お
り
、
後
代
に
比
べ
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

山
本
勉
氏
は
、
安
元
二
年
(
-
―
七
六
）
運
慶
作
の
奈
良
・
円
成
寺
大
日
如

来
像
の
再
検
討
を
行
う
な
か
で
、
後
述
す
る
麻
木
脩
平
氏
の
説
を
ふ
ま
え
、
円

成
寺
像
の
高
く
太
い
髯
の
源
流
は
平
安
時
代
初
期
の
密
教
彫
刻
に
あ
る
と
し
た
。

し
か
し
、
東
寺
像
に
続
く
観
心
寺
像
、
京
都
・
神
護
寺
多
宝
塔
五
大
虚
空
蔵
菩

薩
像
な
ど
は
、
高
髯
で
は
あ
る
が
、
基
部
が
太
く
頭
部
と
の
大
き
さ
の
差
が
少

な
く
、
毛
筋
を
あ
ら
わ
さ
な
い
マ
バ
ラ
彫
り
で
あ
る
点
で
、
円
成
寺
像
や
東
寺

像
と
は
印
象
が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
髪
部
の
彫
り
方
の
種

類
に
つ
い
て
、
奈
良
時
代
後
期
の
乾
漆
像
で
は
束
目
が
な
い
毛
筋
彫
り
、
東
寺

像
で
は
束
目
と
毛
筋
彫
り
の
両
方
を
施
す
こ
と
、
し
か
し
東
寺
像
に
続
く
平
安

時
代
初
期
の
密
教
彫
像
は
束
目
の
み
の
マ
バ
ラ
彫
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ

ま
た
、
武
笠
朗
氏
は
平
等
院
鳳
凰
堂
雲
中
供
養
菩
薩
像
の
髯
を
、
元
結
の
段

菩
薩
像
中
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
十
ー
十
一
世
紀
半
ば
頃
の
髯
が
九
世
紀
彫
刻
の

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

流
れ
を
ひ
き
、
側
面
に

U
字
形
の
髪
束
を
み
せ
る
左
右
振
り
分
け
型
が
主
流
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

麻
木
脩
平
氏
は
、
鎌
倉
時
代
の
仏
教
彫
刻
に
お
け
る
装
飾
的
な
高
さ
の
あ
る

髯
の
源
流
が
平
安
時
代
初
期
の
密
教
彫
刻
に
あ
る
こ
と
を
論
証
さ
れ
た
論
文
に

お
い
て
、
飛
鳥
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
菩
薩
像
の
醤
の
形
式
を
六
つ
に
分
類
さ

れ
た
。
し
か
し
、
麻
木
氏
自
身
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
各
型
の
な
か
に

は
区
別
が
困
難
な
も
の
も
含
ま
れ
る
。
そ
れ
は
、
髯
の
高
さ
の
違
い
と
い
う
相

対
的
な
判
断
基
準
に
よ
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
麻
木
氏
は
、
五
型
と

六
型
を
中
国
隋
代
以
降
、
特
に
唐
代
の
菩
薩
像
に
多
く
見
ら
れ
る
形
式
と
指
摘

さ
れ
た
が
、
筆
者
は
中
国
唐
代
の
菩
薩
像
の
髪
型
は
日
本
に
お
い
て
見
ら
れ
る

菩
蔭
像
の
髪
型
と
は
大
き
く
異
な
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
検

以
上
、
三
氏
の
論
文
は
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
作
品
の
髪
型

に
つ
い
て
考
察
す
る
な
か
で
、
比
較
の
対
象
と
し
て
平
安
時
代
初
期
菩
薩
形
像

の
髪
型
の
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
太
く
高
い
昏
の
形
状
や
施

さ
れ
た
毛
筋
の
種
類
が
、
奈
良
時
代
以
降
の
髪
型
の
変
遷
の
な
か
で
ど
の
よ
う

に
成
立
し
た
の
か
、
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
髯
の
太
さ
お
よ
び
高
さ
に
着
目
し
て
型
を
分
類
す
る
こ
と
は
相
対
的
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
明
確
な
基
準
に
欠
け
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
毛

筋
の
あ
ら
わ
し
方
の
種
類
（
毛
筋
彫
り
・
マ
バ
ラ
彫
り
・
平
彫
り
な
ど
）
や
醤
側
面

の
形
状
、
元
結
の
段
数
な
ど
の
な
か
か
ら
、
有
効
な
比
較
要
素
を
絞
る
必
要
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
醤
の
形
式
を
分
類
す
る
際
に
髪
の
結
い
方
、
そ
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て
い
る
。

の
基
本
的
な
構
造
に
着
目
す
る
こ
と
と
し
、
あ
わ
せ
て
地
髪
部
の
形
式
に
つ
い

(
3
)
 

て
も
検
討
す
る
。

二
、
髪
型
の
分
類

ま
ず
八
ー
九
世
紀
に
お
け
る
菩
薩
形
像
の
髯
の
造
形
の
変
遷
を
概
観
す
る
。

髯
の
形
式
分
類
に
つ
い
て
、
先
に
結
論
を
述
べ
る
と
、
誓
は
大
き
く
四
種
類
（
第

一
＼
四
型
）
に
分
類
で
き
る
と
考
え
る
。
全
て
単
鬱
で
あ
り
、
奈
良
・
中
宮
寺

第
一
型
は
、
頭
頂
に
髪
を
椀
き
上
げ
、
髪
束
を
輪
状
に
し
て
ま
と
め
、
根
元

を
元
結
で
縛
り
、
髯
が
側
面
観
に
お
い
て
輪
状
を
呈
す
る
形
で
あ
る
。
最
も
単

純
な
形
状
の
こ
の
タ
イ
プ
は
、
毛
筋
の
有
無
の
違
い
は
あ
る
が
、
八
世
紀
以
前

よ
り
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
典
型
例
と
し
て
、
ま
ず
奈

良
・
薬
師
寺
金
堂
日
光
・
月
光
菩
薩
像
（
銅
造
・
七
世
紀
後
半
ま
た
は
八
世
紀
前

半
）
【
図
ー
I

①
】
が
挙
げ
ら
れ
る
。
正
面
観
は
扇
形
に
広
が
り
、
側
面
で
は

髯
の
全
体
が
輪
状
を
呈
す
る
よ
う
に
一
醤
に
結
わ
れ
て
い
る
。
元
結
に
も
髯
．

地
髪
部
同
様
の
毛
筋
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
も
毛
髪
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
誓
の
結
い
始
め
と
終
わ
り
は
あ
ら
わ
さ
な
い
。
ま
た
、
同
寺

東
院
堂
聖
観
音
像
（
銅
造
・
七
世
紀
後
半
ま
た
は
八
世
紀
前
半
）
【
図
l
ー
②
）
】
も

こ
の
第
一
型
に
該
当
す
る
。
日
光
・
月
光
菩
薩
像
よ
り
も
高
さ
が
あ
り
、
元
結

は
確
認
で
き
ず
、
そ
の
か
わ
り
に
蔓
状
の
唐
草
文
様
の
装
飾
が
取
り
付
け
ら
れ

一
見
異
な
る
形
式
に
見
え
る
が
、
麻
木
氏
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
側
面
部
の
髪
の
流
れ
方
か
ら
同
系
統
の
髯
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
系
統
の

菩
薩
像
の
よ
う
な
双
昏
は
見
当
た
ら
な
い
。

髯
部

作
品
と
し
て
は
、
ほ
か
に
奈
良
・
東
大
寺
法
華
堂
日
光
・
月
光
菩
薩
像
（
塑
造
・

八
世
紀
中
頃
）
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
薬
師
寺
金
堂
像
に
比
べ
て
元
結
が

細
く
控
え
め
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
正
面
で
垂
直
に
立
ち
上
が
っ
た
髪
が
背

面
で
大
き
く
弛
み
、
髪
の
重
み
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
第
一
型
の
醤
は
、
次
に

挙
げ
る
第
二
・
三
・
四
型
に
比
べ
て
単
純
な
構
造
を
示
し
て
い
る
。

図 l 昏部 第一型の作例
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図2 第二型の結い方手順

図
3

醤
部

か
ら
【
図
2
ー
③
】
残
り
の
髪
束
を
前
後
左
右
に
垂
下
さ
せ
る

第
二
型
は
、
ま
ず
頭
髪
を
数
条
に
分
け
つ
つ
頭
上
に
椀
き
上
げ
【
図
2
I
①】、

そ
れ
ぞ
れ
を
輪
状
に
束
ね
、
頭
頂
で
そ
の
根
元
を
元
結
で
括
っ
た
の
ち
【
図
2

第
二
型
の
作
例

—
②
】
、
さ
ら
に
―
つ
な
い
し
二
つ
の
元
結
で
髪
を
柱
の
よ
う
に
立
ち
上
げ
て

【
図2
—
④
】
。
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八
の
字
形
と
な
る
が
、
背
面
で
み
る
と
左
右
振

垂
下
さ
せ
、
正
面
観
は
畢
婆
迦
羅
像
と
同
じ
く

括
る
。
そ
し
て
、
そ
の
括
ら
れ
た
髪
を
後
方
に

根
元
を
髪
二
条
、
髯
半
ば
を
髪
一
条
の
元
結
で

像
も
同
じ
く
頭
頂
に
集
め
ら
れ
た
四
条
の
髪
の

ず
つ
左
右
に
振
り
分
け
て
垂
下
す
る
。
阿
修
羅

で
括
る
。
上
下
二
段
で
結
わ
れ
た
の
ち
に
二
束

髪
を
根
元
と
半
ば
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
髪
一
条

ら
れ
る
。
畢
婆
迦
羅
像
で
は
、
頭
頂
へ
集
め
た

3

—
①
】
、
阿
修
羅
像
【
図3
I

②
】
が
挙
げ

型
の
初
期
作
例
と
し
て
、
天
平
五
年
（
七
―
―
―
―
―
-
）

漆
造
・
七
三
四
年
）

の
う
ち
畢
婆
迦
羅
像
【
図

り
分
け
で
は
な
く
輪
積
み
状
と
な
る
。
元
結
で
結
い
上
げ
た
髪
の
降
ろ
し
方
は
、

畢
婆
迦
羅
像
の
よ
う
に
二
つ
以
上
に
振
り
分
け
る
形
が
よ
り
多
い
。
ま
た
、
興

福
寺
八
部
衆
像
の
他
に
、
同
時
代
の
造
像
と
考
え
ら
れ
て
い
る
奈
良
・
薬
師
寺

寺
西
金
堂
の
旧
仏
で
あ
る
八
部
衆
像
（
脱
活
乾

か
ら
翌
年
に
か
け
て
造
営
さ
れ
た
奈
良
・
典
福

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
。
ま
ず
第

の
方
法
や
毛
筋
の
彫
り
方
に
よ
っ
て
い
く
つ
も

る
。
そ
の
た
め
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
垂
下

よ
う
に
な
り
、
わ
が
国
の
醤
形
式
の
主
流
と
な

)
の
系
統
の
髯
は
八
世
紀
初
頭
よ
り
み
ら
れ
る

西
塔
跡
よ
り
出
土
し
た
塑
像
残
欠
（
塑
造
・
八
肌
紀
）
【
図

4
】
に
も
第
二
型
の

構
造
を
も
つ
髯
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
興
福
寺
八
部
衆
像
や
薬
師
寺
塑
像
残

欠
の
存
在
か
ら
、
元
結
を
醤
基
部
と
さ
ら
に
い
く
つ
か
設
け
て
か
ら
髪
を
垂
下
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図5 髯部 第三型の作例：興福寺東金堂薬師三尊像のうち左脇侍

頭部（背面・側面・正面）

第四型の作例：宝菩提院菩薩像

図4

た
と
考
え
ら
れ
る
。

れ
を
第
三
型
と
す
る
。
そ
の
典
型
例

薬師寺西塔跡出土

構
造
を
持
つ
髯
に
螺
醤
が
あ
る
。
こ

も
近
し
い
が
、
ど
ち
ら
と
も
異
な
る

塑像残欠

前
述
の
第
一
・
ニ
型
の
ど
ち
ら
に

に
お
い
て
基
本
形
が
完
成
さ
れ
て
い

す
る
形
式
は
七
三

0
年
頃
に
は
日
本

図6 髯部 頭部（背面・側面・正面）

第
三
型
は
木
心
乾
漆
像
や
木
彫
像
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
し
て
、
奈
良
・
興
福
寺
東
金
堂
薬
師
三
尊
像
の
う
ち
両
脇
侍
像
（
銅
造
・
七

世
紀
末
ー
八
世
紀
前
半
）
【
図
5
】
や
奈
良
・
東
大
寺
法
華
堂
不
空
羅
索
観
音
像
（
脱

活
乾
漆
造
・
七
四
0
年
代
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
頭
頂
部
で
髪
を
縛
っ
た
の
ち
、
渦

を
巻
く
よ
う
に
―
つ
に
ま
と
め
て
結
い
上
げ
る
髪
型
で
あ
る
。
第
一
・
ニ
型
と

も
に
髪
を
輪
状
に
し
て
束
ね
る
が
、
第
三
型
の
螺
髯
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
ま

た
、
高
く
結
い
上
げ
る
が
、
元
結
は
一
段
で
、
第
二
型
の
よ
う
に
柱
と
な
る
部

分
は
作
ら
な
い
。
第
一
・
ニ
型
と
は
構
造
が
異
な
る
た
め
、
第
三
型
と
す
る
。

以
上
の
三
つ
の
形
式
と
異
な
る
構
造
を
も
つ
第
四
型
と
い
う
べ
き
髯
を
表
す

の
が
京
都
・
宝
菩
提
院
菩
薩
像
（
木
造
・
八
世
紀
末
）
【
図
6
】
で
あ
る
。
第
四
型
は
、

第
一
・
ニ
・
三
型
の
よ
う
に
醤
の
基
部
に
元
結
を
設
け
る
こ
と
は
な
く
、
さ
ら

に
第
二
型
の
よ
う
に
複
数
の
元
結
で
髪
を
柱
の
よ
う
に
結
い
あ
げ
る
こ
と
の
な

い
髯
を
指
す
。
宝
菩
提
院
像
は
元
結
を
醤
の
中
央
に
結
ぶ
点
に
特
色
が
あ
り
、

こ
れ
は
源
流
が
中
国
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
代
の
作
例
を
み
る
と
、
敦
焼

莫
高
窟
中
の
塑
像
や
東
京
国
立
博
物
館
蔵
浮
彫
三
尊
像
（
宝
慶
寺
石
邸
像
）
【
図

18
】
な
ど
、
結
び
目
を
誓
中
央
部
に
あ
ら
わ
す
結
い
方
は
、
唐
代
に
お
い
て
は

(
8
)
 

一
般
的
な
髯
の
構
造
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宝
菩
提
院
像
の
髯
が
我
が
国
の

菩
薩
形
像
の
髯
と
は
構
造
が
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

以
上
、
四
つ
の
型
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
こ
の
う
ち
第
二
型
は
、
八
世
紀
前
半

に
―
つ
の
型
と
し
て
完
成
さ
れ
た
後
、
我
が
国
に
お
け
る
醤
形
式
の
主
流
と
な
っ

て
い
き
、
各
時
代
に
お
い
て
装
飾
性
や
髪
の
彫
法
の
違
い
に
よ
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
増
や
し
て
い
く
。
つ
ぎ
に
第
二
型
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
変
遷
を
お
う
。
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神
奈
川
・
龍
華
寺
菩
薩
像
（
脱
活
乾
漆
造
・
八
世
紀
後
半
）
【
図

3
ー
③
】

の

髯
は
、
奈
良
時
代
前
半
の
作
例
と
比
べ
て
際
立
っ
て
装
飾
的
で
あ
る
と
評
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
元
結
を
上
下
二
段
（
正
面
基
部
と
半
ば
）
に
設
け
、
上
段
元
結

の
上
か
ら
三
輪
の
髪
束
を
出
し
、
下
か
ら
二
条
の
髪
束
を
八
の
字
に
振
り
分
け

て
営
を
一
巡
り
す
る
。
後
頭
部
で
は
醤
を
一
巡
し
た
二
条
の
髪
束
の
下
か
ら
ね

じ
れ
で
た
髪
で
、
銀
杏
型
の
飾
り
結
び
を
固
定
し
て
い
る
。
奈
良
時
代
の
菩
薩

形
像
で
髯
部
の
正
面
に
お
い
て
髪
束
を
ま
と
め
て
装
飾
的
に
あ
ら
わ
す
例
と
し

て
は
、
香
川
・
願
輿
寺
菩
薩
像
（
脱
活
乾
漆
造
・
八
世
紀
後
半
）
な
ど
が
知
ら
れ

(JO) 

て
い
る
。
装
飾
性
が
際
立
っ
た
め
、

も
思
わ
れ
る
が
、
元
結
を
上
下
二
段
作
っ
て
か
ら
残
り
の
髪
束
を
垂
下
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
基
本
構
造
は
第
二
型
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
文
化
庁
蔵
（
奈
良
・

額
安
寺
旧
蔵
）
虚
空
蔵
菩
薩
像
（
木
心
乾
漆
造
・
八
世
紀
後
半
）
や
奈
良
．

ooハ
福
院

阿
弥
陀
三
尊
像
の
う
ち
両
脇
侍
像
（
木
心
乾
漆
造
・
八
世
紀
末
）
の
誓
も
側
面
の

シ
ル
エ
ッ
ト
が
近
似
し
て
お
り
、
全
体
が
前
傾
気
味
に
な
る
髯
は
八
世
紀
後
半

ま
た
、
乾
漆
を
用
い
な
い
木
彫
像
に
お
い
て
も
新
た
な
表
現
が
現
れ
る
。
そ

れ
は
奈
良
・
唐
招
提
寺
伝
衆
宝
王
菩
薩
像
（
木
造
・
八
世
紀
後
半
）
【
図
3
I
④】

や
同
寺
伝
獅
子
吼
菩
陸
像
（
木
造
・
八
世
紀
後
半
）
【
図

3
I
⑤
】
に
み
ら
れ
る
。

両
像
の
豊
か
な
髪
を
杭
き
上
げ
て
頭
上
に
結
う
髯
の
構
造
を
確
認
す
る
と
、
伝

衆
宝
王
菩
薩
像
で
は
元
結
が
上
下
一
条
ず
つ
、
伝
獅
子
吼
菩
薩
像
で
は
上
下
に

各
々
二
条
と
一
条
の
元
結
を
設
け
て
い
る
。
と
も
に
元
結
で
縛
っ
た
髪
を
醤
上

部
か
ら
側
面
と
背
面
に
垂
下
さ
せ
る
。
伝
衆
宝
王
菩
薩
像
は
左
右
に
振
り
分
け

の
乾
漆
像
の
特
徴
の
―
つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
見
第
二
型
と
は
異
な
る
系
統
の
よ
う
に

て
降
ろ
す
の
に
対
し
、
伝
獅
子
吼
菩
薩
像
は
ま
ず
上
下
二
段
に
わ
け
、
下
段
は

そ
の
ま
ま
降
ろ
し
、
上
段
は
五
つ
の
束
に
し
て
左
右
と
後
方
に
降
ろ
す
不
規

則
な
形
を
し
て
い
る
。
上
下
の
元
結
の
間
の
髪
束
が
強
く
盛
り
上
が
り
、
ま
た

上
部
の
元
結
の
上
方
に
出
た
髪
が
蝶
結
び
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
基
本
的

な
結
い
方
は
第
二
型
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
、
先
に
触
れ
た
八
世
紀
の
作

例
と
大
き
く
異
な
る
点
は
、
構
造
で
は
な
く
毛
筋
の
有
無
に
あ
る
。
八
世
紀
の

作
例
で
は
、
彫
刻
の
技
法
や
材
料
の
別
に
関
わ
ら
ず
、
毛
髪
一
本
一
本
を
あ
ら

わ
す
の
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
し
唐
招
提
寺
の
二
像
で
は
毛
筋
彫
り
は
な
く
、

束
目
の
み
の
マ
バ
ラ
彫
り
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
髪
束
に
は
一
っ
―
つ
に
丸
み

が
あ
り
、
弾
力
と
重
量
感
が
感
じ
ら
れ
、
頬
か
ら
顎
に
か
け
て
充
実
し
た
肉
取

り
を
み
せ
る
面
相
と
も
調
和
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
は
鑑
真
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
木
彫
像
の
一
要
素
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
鑑
真
が
将
来
し
た
木
彫
表

現
は
次
第
に
浸
透
し
て
い
く
が
、
髪
の
造
形
に
つ
い
て
も
他
の
形
式
と
同
様
に

し
て
、
香
川
・
正
花
寺
菩
薩
像
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
唐
招
提
寺
木

彫
群
に
は
新
し
い
醤
表
現
が
み
ら
れ
る
が
、
同
時
期
の
木
心
乾
漆
像
の
作
例
で

は
、
従
来
ど
お
り
に
毛
筋
を
丁
寧
に
刻
む
形
式
が
主
流
で
あ
っ
た
。

平
安
時
代
に
は
い
り
、
東
寺
像
（
承
和
六
年
〔
八
三
九
〕
開
眼
供
養
）
の
う
ち
髯
・

業
菩
薩
像
の
醤
で
は
、
こ
れ
ま
で
特
に
注
視
さ
れ
て
き
た
点
と
し
て
、
そ
の
高

さ
と
シ
リ
ン
ダ
ー
型
と
も
評
さ
れ
る
形
状
が
挙
げ
ら
れ
る
。
八
世
紀
の
髯
で
は

元
結
で
縛
っ
た
髪
を
頭
頂
部
よ
り
や
や
前
気
味
か
ら
垂
ら
し
て
い
た
が
、
東
寺

地
髪
部
の
保
存
状
態
が
比
較
的
良
好
な
金
剛
法
菩
薩
像
【
図
3
ー
⑥
】
と
金
剛

広
ま
り
を
み
せ
て
い
く
。
伝
衆
宝
王
菩
薩
像
の
醤
と
形
式
が
近
似
す
る
作
例
と
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は
り
八
世
紀
か
ら
続
く
醤
の
形
式
を
受
け
継
い
で
い
る
。

像
で
は
醤
の
最
も
高
い
と
こ
ろ
か
ら

U
字
型
に
規
則
的
に
髪
が
垂
下
す
る
た
め
、

よ
り
高
さ
が
強
調
さ
れ
る
。
図
像
で
は
、
髯
の
大
部
分
は
丈
高
い
宝
冠
に
隠
れ
、

頂
部
が
わ
ず
か
に
描
か
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
東
寺
像
や
観
心
寺
像
な
ど
、
こ
の

時
期
の
密
教
彫
刻
は
、
肉
身
部
の
細
か
な
起
伏
は
捨
象
さ
れ
て
努
め
て
単
純
な

面
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
形
態
を
単
純
化
す
る
造
形
は
、
幾
何
学
的
に
整

理
さ
れ
た
曼
荼
羅
の
図
様
に
も
通
じ
る
が
、
東
寺
像
の
ま
と
ま
り
の
よ
い
髯
の

形
状
も
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
造
形
原
理
に
呼
応
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
毛
髪
の
表
現
は
、
八
世
紀
前
半
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
束
目

と
毛
筋
を
共
に
彫
刻
す
る
。
ま
た
、
そ
の
構
造
も
、
元
結
を
そ
れ
ぞ
れ
金
剛
業

菩
薩
像
で
は
三
つ
、
金
剛
法
菩
薩
像
で
は
二
つ
設
け
て
、
椀
き
上
げ
た
髪
を
柱

の
よ
う
に
縦
に
結
っ
た
後
、
左
右
に
振
り
分
け
て
か
ら
垂
下
さ
せ
て
お
り
、

や

さ
て
、
東
寺
像
と
同
じ
く
平
安
時
代
初
期
の
密
教
彫
像
で
あ
る
観
心
寺
像
（
木

(12) 

造
乾
漆
併
用
・
承
和
年
間
〔
八
三
四
ー
八
四
七
〕
）
【
図

7
_
C
D】
や
神
護
寺
五
大
虚

空
蔵
菩
薩
像
、
奈
良
・
白
嘔
寺
菩
薩
像
、
こ
れ
ら
よ
り
一
世
代
後
の
九
世
紀
半

ば
以
降
の
造
立
と
考
え
ら
れ
る
観
心
寺
伝
宝
生
如
来
像
お
よ
び
伝
弥
勒
如
来
像

な
ど
も
全
て
同
じ
分
類
に
当
て
は
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
髯
は
一
見

す
る
と
基
本
的
な
構
造
が
共
通
し
、
よ
く
似
た
形
状
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
。
ま
ず
観
心
寺
像
の
僣
の
形
状
は
東
寺
像
に
大
変
よ
く
似
て
い
る
。
面
長

と
ほ
ぽ
同
じ
高
さ
の
髯
は
、
元
結
を
二
段
設
け
て
結
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
柱

と
な
る
髪
を
元
結
で
作
っ
た
後
に
左
右
に
振
り
分
け
た
髪
は
両
側
面
に

U
字
型

を
描
い
て
垂
下
す
る
。
背
面
で
は
、
左
右
に
振
り
分
け
た
髪
の
間
か
ら
元
結
が

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
段
覗
く
。
観
心
寺
像
と
東
寺
像
の
よ
う
に
背
面
で
元
結
が
明
確
に
表
現
さ
れ

る
作
例
は
、
こ
れ
以
前
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
東
寺
像
で
は
髪
束
に
毛
筋
彫

り
を
丹
念
に
施
し
て
い
る
が
、
観
心
寺
像
で
は
マ
バ
ラ
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。

観
心
寺
像
の
太
さ
と
弾
力
を
感
じ
さ
せ
る
髯
は
、
前
述
し
た
唐
招
提
寺
の
二
躯

の
木
彫
像
を
思
わ
せ
る
。

マ
バ
ラ
彫
り
で
彫
刻
さ
れ
た
醤
は
、
観
心
寺
像
だ
け

で
な
く
神
護
寺
像
や
白
嘔
寺
像
な
ど
の
乾
漆
併
用
木
彫
像
の
諸
作
例
で
も
取
り

入
れ
ら
れ
る
。
高
さ
の
あ
る
宝
冠
に
隠
れ
て
し
ま
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
毛
筋
を

表
現
し
た
束
寺
像
の
古
風
な
表
現
に
対
し
、
観
心
寺
像
以
下
の
乾
漆
併
用
木
彫

像
は
唐
招
提
寺
木
彫
群
に
現
れ
た
新
し
い
造
形
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え

(13) 

次
に
神
護
寺
五
大
虚
空
蔵
菩
薩
像
は
、
五
躯
い
ず
れ
も
マ
バ
ラ
彫
り
で
あ
る

こ
と
は
観
心
寺
像
と
共
通
す
る
が
、
元
結
を
二
段
設
け
た
後
の
髪
の
処
理
方
法

が
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
元
結
で
結
い
上
げ
た
髪
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
髯
頂
上
で
左
右
に
振
り
分
け
ら
れ
て
か
ら
垂
下
す
る
の
で
は
な
く
、
上
段
元

結
を
起
点
と
し
て
渦
を
巻
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
【
図
7
I
②
】
。
た
だ
し

賓
光
虚
空
蔵
菩
薩
像
【
図
7
I
③
】
と
業
用
虚
空
蔵
菩
薩
像
で
は
元
結
で
柱
の

よ
う
に
縦
に
結
い
上
げ
た
髪
が
背
面
ま
で
そ
の
ま
ま
流
れ
て
い
く
。
そ
の
た
め
、

背
面
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
元
結
が
正
面
に
見
ら
れ
る
も
の
と
同
一
で
あ
る
か
は
に

わ
か
に
判
断
し
難
い
。
金
剛
虚
空
蔵
菩
薩
像
と
蓮
華
虚
空
蔵
菩
薩
像
は
正
面
で

は
元
結
が
上
下
二
段
あ
る
た
め
第
二
型
に
み
え
る
が
、
構
造
と
し
て
第
三
型
の

醤
と
い
え
る
。
賓
光
虚
空
蔵
菩
薩
像
と
業
用
虚
空
蔵
菩
薩
像
は
第
二
型
と
第
三

型
が
融
合
し
た
よ
う
な
曖
味
な
構
造
で
あ
る
。
さ
ら
に
観
心
寺
伝
宝
生
如
来
像
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と
伝
弥
勒
如
来
像
の
形
状
は
賓
光
虚
空
蔵
菩
薩
像
と
業
用
虚
空
蔵
菩
薩
像
に
近

似
し
、
醤
が
側
面
と
中
心
部
の
三
つ
の
パ
ー
ツ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
伝
宝
生
如
来
像
と
伝
弥
勒
如
来
像
の
背
面
に
は
元
結
が
正
面
と
同
数
あ
ら
わ

最
後
に
白
峯
寺
像
一
図
7
I
④】

で
は
、
醤
半
ば
の
元
結
の
下
か
ら
左
右
に

一
条
ず
つ
流
れ
て
い
く
髪
が
構
成
に
若
干
の
複
雑
さ
を
加
味
し
て
い
る
よ
う
に

図7 平安時代初期菩薩形像の髯部

さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
寺
如
意
輪
観
音
像
の
写
し
崩
れ
の
可
能
性
も
あ
る
。
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上
げ
方
や
、
頭
髪
の
流
れ
と
耳
に
か
か
る
髪
束
に
注
目
す
る
。

感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
の
点
で
は
側
面
で
渦
を
巻
く
点
や
背
面
の
造
形
な
ど

が
神
護
寺
像
の
う
ち
金
剛
虚
空
蔵
菩
薩
像
と
蓮
華
虚
空
蔵
菩
薩
像
に
近
い
。
東

寺
像
と
観
心
寺
像
の
髯
の
構
成
原
理
が
八
世
紀
よ
り
続
く
伝
統
的
な
第
二
型
の

範
疇
で
と
ら
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
側
面
で
渦
を
巻
く
作
品
は
、
第
二
型
と
第

三
型
が
融
合
し
た
よ
う
な
新
た
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
構
造
も
曖
昧
と

三
、
髪
型
の
分
類

つ
づ
い
て
、
頭
上
に
結
い
上
げ
た
昏
の
下
部
に
位
置
す
る
、
地
髪
部
の
造
形

を
概
観
す
る
。
基
本
的
に
は
髪
を
椀
き
上
げ
て
頭
頂
で
ま
と
め
る
。
そ
の
杭
き

薬
師
寺
金
堂
日
光
・
月
光
菩
薩
像
【
図
1
ー
①
】

で
は
、
肉
付
き
の
豊
か
な
、

身
体
の
柔
ら
か
さ
や
滑
ら
か
に
折
り
畳
ま
れ
た
衣
の
質
感
な
ど
と
同
様
に
、
豊

か
な
頭
髪
が
丹
念
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
面
部
よ
り
わ
ず
か
に
ふ
く
ら
み
を
持

っ
た
毛
束
に
は
、
毛
筋
の
一
本
一
本
が
丸
み
を
も
っ
て
刻
ま
れ
て
い
る
。
同
寺

東
院
堂
聖
観
音
像
【
図
l
ー
②
】
が
原
型
段
階
に
お
い
て
陰
刻
線
で
あ
ら
わ
し

た
よ
う
な
丸
み
の
な
い
毛
筋
で
あ
る
の
に
比
べ
、
よ
り
丁
寧
な
つ
く
り
で
あ
る

と
言
え
る
。
三
像
と
も
に
正
面
髪
際
中
央
か
ら
＞
字
形
に
左
右
へ
と
分
か
れ
た

髪
の
流
れ
が
頭
部
の
形
に
沿
っ
て
後
頭
部
ま
で
通
じ
て
い
き
、
日
光
・
月
光
菩

薩
像
で
は
天
冠
台
か
ら
上
は
頭
上
の
髯
に
向
か
っ
て
髪
が
収
束
す
る
。
正
面
が

＞
字
型
、
背
面
が
逆
＞
字
型
（
な
い
し
人
型
）
と
な
る
造
形
は
、
人
間
が
実
際

に
髪
を
頭
上
に
結
い
上
げ
た
場
合
に
生
じ
る
と
想
定
さ
れ
る
合
理
的
な
毛
流
れ

な
る
。

地
髪
部

が
刻
ま
れ
る
作
品
も
み
ら
れ
る
。

と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
合
理
性
を
も
っ
た
地
髪
部
を
造
形
す
る
作
例
は
、
金

銅
仏
の
み
な
ら
ず
八
世
紀
の
他
材
質
の
菩
薩
像
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

同
じ
く
第
一
型
の
髯
を
結
う
東
大
寺
法
華
堂
日
光
・
月
光
菩
藷
像
や
、
第
二
型

の
髯
を
結
う
興
福
寺
八
部
衆
像
【
図
3
I

①
•
②
】
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
正
面
の
＞
字
型
の
髪
の
流
れ
が
そ
の
ま
ま
崩
れ
る
こ
と
な
く
、

後
頭
部
で
逆
＞
字
型
に
な
る
地
髪
部
の
表
現
は
、
金
銅
仏
・
塑
像
・
乾
漆
像
に

共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
八
世
紀
後
半
頃
よ
り
、
主
に
木
彫
像
に
お
い

て
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
造
形
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
乾
漆
像
に
も
変
化
が

生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
ず
乾
漆
像
に
お
い
て
、
輿
福
寺
八
部
衆
像
と
同
じ
脱
活
乾
漆
造
の
作
例
で

あ
る
願
興
寺
像
【
図

8
】
や
岐
阜
・
美
江
寺
十
一
面
観
音
像
（
八
世
紀
後
半
）

な
ど
で
は
、
八
世
紀
前
半
の
作
例
と
比
べ
る
と
束
目
を
ご
く
控
え
め
に
あ
ら
わ

ら
か
さ
よ
り
も
一
本
一
本
の
髪
を
均
等
に
あ
ら
わ
す
精
巧
さ
が
強
く
感
じ
ら
れ

(15) 
る
。
束
目
を
ご
く
控
え
め
と
す
る
、
ま
た
は
毛
筋
彫
り
の
み
と
す
る
地
髪
部
は
、

木
心
乾
漆
像
に
お
い
て
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
奈
良
・
聖
林
寺
十
一
面

観
音
像
（
木
心
乾
漆
造
・
八
世
紀
後
半
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
聖
林
寺
像

で
は
髪
束
に
丸
み
を
付
け
る
の
で
は
な
く
、
髪
全
体
を
生
え
際
か
ら
少
し
盛
り

上
げ
る
こ
と
で
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
束
目
を
ま
っ

た
く
あ
ら
わ
さ
な
く
な
る
こ
と
で
、
束
目
を
あ
ら
わ
す
場
合
程
に
は
髪
の
流
れ

が
強
調
さ
れ
な
い
。
後
頭
部
で
は
逆
＞
字
型
で
は
な
く
直
線
状
に
整
然
と
毛
髪

し
、
毛
筋
の
一
本
一
本
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
毛
髪
の
豊
か
さ
や
柔
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図9 唐招提寺梵天像 頭部（背面・側面・正面）

そ
し
て
地
髪
部
の
仕
上
げ
は
、
地
髪
部
全
体
で
彫
り
方
の
種
類
も
毛
流
れ
も
統

に
な
る
。
前
章
に
お
い
て
も
毛
筋
の
省
略
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
地
髪
部
で
は

ま
っ
た
く
の
平
彫
り
と
す
る
表
現
が
登
場
す
る
。
こ
れ
ま
で
挙
げ
た
作
例
は
す

べ
て
、
金
銅
仏
で
あ
れ
乾
漆
像
で
あ
れ
、
大
変
細
か
い
毛
筋
を
彫
っ
て
い
た
。

一
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
唐
招
提
寺
の
二
像
で
は
両
耳
の
前
（
地
愛
正
面
）
で

一
方
、
木
彫
像
で
は
、
毛
筋
と
髪
の
束
目
の
大
胆
な
省
略
が
み
ら
れ
る
よ
う

目
し
て
お
き
た
い
。

な
が
ら
、
後
頭
部
は
平
彫
り
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
将
来
檀
像
の
山
ロ
・

神
福
寺
十
一
面
観
音
像
の
地
髪
部
は
ま
っ
た
く
の
平
彫
り
と
し
て
い
る
。
唐
招

提
寺
像
は
、
将
来
檀
像
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
唐
代
彫
刻
の
先
進
的
な
地
髪
部

表
現
に
倣
い
、

マ
バ
ラ
彫
り
と
平
彫
り
が
共
存
す
る
地
髪
部
を
採
用
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
乾
漆
を
用
い
な
い
木
彫
に
お
い
て
は
じ
め
に
採
用
さ
れ
た
新
し
い

彫
刻
表
現
で
あ
る
が
、
乾
漆
併
用
木
彫
像
の
同
寺
金
堂
梵
天
像
（
八
世
紀
後
半
、

{16
-

七
八
一
年
以
降
）
【
図

9
】
と
帝
釈
天
像
に
も
こ
の
新
し
い
表
現
の
影
響
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
梵
天
像
を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
細
か
く
毛
筋
を
刻

(17) 

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
天
冠
台
上
の
地
髪
部
を
平
彫
り
と
し
、
天
冠
台
下
の
地

髪
部
を
正
面
で
は
よ
く
盛
り
上
が
っ
た
髪
の
束
目
を
あ
ら
わ
し
な
が
ら
、
背
面

で
は
毛
筋
彫
り
だ
け
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
梵
天
像
で
は
後
頭
部
の
地
髪
の
流

れ
が
逆
＞
字
型
で
は
な
く
＞
字
型
と
な
っ
て
お
り
、
八
世
紀
前
半
の
作
例
に
見

ら
れ
た
合
理
的
な
髪
の
流
れ
と
は
異
な
る
地
髪
部
の
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

地
髪
部
の
毛
流
れ
が
正
面
と
背
面
と
も
に
＞
字
型
と
な
る
髪
型
は
、
後
述
す
る

九
世
紀
初
頭
の
乾
漆
併
用
木
彫
像
に
お
い
て
流
布
す
る
形
式
で
あ
る
こ
と
に
注

館
蔵
十
一
面
観
音
像
（
多
武
峯
伝
来
）
で
は
、
地
髪
部
正
面
を
毛
筋
彫
り
と
し

し
て
い
る
。
正
面
以
外
を
ま
っ
た
く
の
平
彫
り
と
す
る
地
髪
部
は
、
大
胆
な
省

＞
字
形
を
描
く
マ
バ
ラ
彫
り
を
採
用
し
な
が
ら
、
後
頭
部
と
天
冠
台
よ
り
上
部

は
ま
っ
た
く
の
平
彫
り
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
伝
衆
宝
王
菩
薩
像
で
は
両
耳

前
で
殺
髪
に
う
ね
り
を
つ
け
る
な
ど
、
微
妙
な
質
感
と
緊
張
感
を
巧
み
に
表
現

略
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
唐
か
ら
の
将
来
檀
像
で
あ
る
東
京
国
立
博
物
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る
毛
束
と
髪
筋
一
本
一
本
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
後
期
の
乾
漆
像
で

東
寺
像
で
は
天
冠
台
上
の
地
髪
部
は
平
彫
り
と
す
る
一
方
、
天
冠
台
下
の
地
髪

九
世
紀
初
期
）
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、

鑑
真
来
朝
以
降
に
お
け
る
木
彫
像
の
展
開
の
中
で
、
地
髪
部
に
も
さ
ら
に
新

し
い
造
形
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
標
足
の
後
方
に
ふ
く
ら
み
を
も
た
せ
る
表
現
が

宝
菩
提
院
像
や
こ
れ
と
様
式
お
よ
び
形
式
が
類
似
し
、
造
立
背
景
に
つ
い
て
も

(18) 

関
係
の
深
い
作
例
に
共
通
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
奈

良
・
秋
篠
寺
十
一
面
観
音
像
、
奈
良
・
漣
城
寺
菩
薩
像
、
そ
し
て
京
都
・
醍
醐

寺
虚
空
蔵
菩
薩
像
に
お
い
て
同
様
の
襟
足
の
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

以
上
、
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
の
地
髪
部
の
形
式
変
遷
を
み

て
き
た
が
、
九
世
紀
初
頭
の
乾
漆
併
用
木
彫
に
お
い
て
は
ど
の
形
式
が
採
用
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
は
じ
め
に
東
寺
像
か
ら
確
認
し
て
い
く
。
先
に
挙
げ
て

き
た
八
世
紀
の
作
例
と
異
な
る
点
と
し
て
、
宝
冠
を
の
せ
る
た
め
に
、
天
冠
台

上
の
地
髪
部
を
一
回
り
小
さ
く
作
り
、
平
彫
り
と
し
て
い
る
点
が
あ
る
。
こ
う

し
た
形
式
は
、
早
く
は
唐
招
提
寺
金
堂
千
手
観
音
像
（
木
心
乾
漆
・
八
世
紀
末
＼

一
定
の
厚
み
の
あ
る
ク
ラ
ウ
ン
形

式
の
宝
冠
な
い
し
天
冠
台
を
違
和
感
な
く
取
り
付
け
る
た
め
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。

こ
の
形
式
は
、
そ
の
後
の
乾
漆
併
用
木
彫
像
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
な
お
、

部
は
、
髪
の
柔
ら
か
な
質
感
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
乾
漆
を
用
い
て
膨
ら
み
の
あ

は
束
目
を
あ
ら
わ
さ
な
い
作
例
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
東
寺
像
の

表
現
は
や
や
古
風
に
感
じ
る
。
毛
筋
は
正
面
で
髪
際
か
ら
＞
字
型
に
流
れ
て
い

(20) 

き
、
金
剛
法
菩
薩
像
で
は
後
頭
部
は
逆
＞
字
に
な
る
。
毛
筋
彫
り
と
束
目
の
併

用
、
＞
字
型
の
分
け
目
は
唐
招
提
寺
木
彫
群
の
新
様
式
が
も
た
ら
さ
れ
る
以
前

し
か
し
制
作
年
が
近
い
と
さ
れ
る
神

束
目
を
両
方
と
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

部
は
東
寺
像
と
同
じ
く
毛
筋
彫
り
と

寺
像
の
醤
は
マ
バ
ラ
彫
り
だ
が
地
髪

個
別
の
造
形
を
見
て
い
く
と
、
観
心

の
な
か
で
も
違
い
が
あ
ら
わ
れ
る
。

と
な
る
が
、
天
冠
台
下
の
地
髪
部
は

な
お
、
天
冠
台
よ
り
上
は
平
彫
り

の
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。

像
・
伝
弥
勒
如
来
像
な
ど
で
も
共
通

大
日
如
来
像
、
観
心
寺
伝
宝
生
如
来

観
心
寺
像
や
神
設
寺
像
、
白
逢
寺
像
、

ま
で
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
続
く

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
は
こ
れ

沿
っ
て
後
頭
部
へ
と
流
れ
て
い
く
の

図10 東寺講堂五菩薩像のうち金剛業菩薩像 頭部（背面・側而・正面）

的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
金
剛
法
菩
蔭
像
以
外
の
金
剛
薩
埋
・
金
剛
賓
・
金
剛
業

か
ら
続
く
伝
統
的
な
髪
の
造
形
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
金
剛
法
菩
薩
像
に

限
っ
て
言
え
ば
、
後
頭
部
で
逆
＞
字
型
と
な
る
よ
う
に
結
い
上
げ
た
髪
も
伝
統

菩
薩
像
【
図
10】

の
側
面
部
で
は
こ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
変
化
が
現
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
耳
の
手
前
の
髪
が
上
向
き
に
流
れ
る
の
で
は
く
、
耳
輪
に

京
都
・
安
祥
寺
五
智
如
来
像
の
う
ち

平
安
時
代
初
期
の
乾
漆
併
用
木
彫
像
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を
渡
っ
て
天
冠
台
の
下
へ
と
潜
る
。
全
て
マ
バ
ラ
彫
り
で
統
一
し
、
耳
周
辺
の

品
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
し
た
い
。

護
寺
像
で
は
天
冠
台
下
の
地
髪
部
は
全
て
マ
バ
ラ
彫
り
と
な
っ
て
い
る
。
続
く

白
嘔
寺
像
、
安
祥
寺
五
智
如
来
像
の
う
ち
大
日
如
来
像
、
観
心
寺
伝
宝
生
如
来

先
述
の
と
お
り
、
馨
の
第
四
型
は
日
本
に
お
い
て
主
流
を
な
す
形
式
と
は
明

ら
か
に
構
成
原
理
が
異
な
る
。
本
章
で
は
、
そ
の
第
四
型
の
髯
の
典
型
例
と
し

て
挙
げ
た
宝
菩
提
院
像
に
加
え
、
こ
れ
と
類
似
し
た
造
形
が
み
ら
れ
る
周
辺
作

宝
菩
提
院
像
が
頭
上
で
華
や
か
に
結
い
上
げ
る
髯
は
、
髯
半
ば
に
結
び
目
を

―
つ
設
け
て
髪
を
ま
と
め
て
い
る
。
元
結
を
中
心
に
し
て
五
つ
の
髪
束
が
、
花

弁
が
広
が
る
よ
う
に
結
わ
れ
、
元
結
を
く
ぐ
っ
た
髪
束
は
後
方
に
回
っ
て
側
面

(21
)
 

に
大
き
な
輪
を
つ
く
る
。
背
面
を
み
る
と
、
正
面
か
ら
は
見
え
な
い
二
つ
の
髪

束
が
髯
上
部
か
ら
垂
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
髪
そ
の
も
の
に
血
が
通
っ
て

い
る
か
の
よ
う
な
溌
剌
と
し
た
動
き
を
み
せ
る
。
そ
し
て
地
髪
部
は
、
天
冠
台

よ
り
上
は
平
彫
り
と
す
る
が
、
天
冠
台
下
は
醤
と
同
様
に
複
雑
な
動
き
を
み
せ

て
い
る
。
ま
ず
正
面
中
央
で
は
、
天
冠
台
に
配
し
た
二
つ
の
菊
座
飾
り
に
愛
束

を
通
し
て
末
端
を
額
に
か
け
る
。
側
面
で
は
三
つ
の
髪
束
の
う
ち
、
上
段
の
髪

束
が
天
冠
台
の
菊
座
飾
り
を
く
ぐ
り
、
中
段
は
耳
に
か
か
り
、
下
段
は
耳
半
ば

髪
束
の
要
所
に
効
果
的
に
鏑
を
た
て
、
表
面
に
微
妙
な
起
伏
を
つ
け
た
頭
髪
は
、

豊
か
な
質
感
と
と
も
に
像
本
体
の
充
実
し
た
体
躯
や
衣
の
動
き
と
調
和
し
な
が

四
、
宝
菩
提
院
菩
薩
像
と
そ
の
周
辺
作
品

像
・
伝
弥
勒
如
来
像
で
も
全
て
が
マ
バ
ラ
彫
り
で
あ
る
。

ら
強
い
霊
威
を
発
す
る
。
日
本
の
菩
薩
像
と
し
て
特
異
な
造
形
を
も
つ
宝
菩
提

院
像
は
、
瞳
に
黒
い
珠
を
嵌
入
し
、
面
貌
も
異
国
的
で
あ
る
。
中
国
唐
代
の
彫

(22) 

刻
と
の
密
接
な
関
係
が
想
定
さ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
宝
菩
提
院
像
の
影
響

は
、
い
く
つ
か
の
作
例
に
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
第
二
章
の
繰
り
返
し
と

ま
ず
、
し
な
や
か
な
立
ち
姿
を
み
せ
、
表
情
に
異
国
的
な
風
情
を
漂
わ
せ
て

(23
)
 

唐
代
彫
刻
と
の
色
濃
い
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
奈
良
・
漣
城
寺
像
【
図

1
1
I
①】

は
、
醤
の
形
状
が
宝
菩
提
院
像
と
通
じ
る
こ
と
が
か
ね
て
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き

（訊）た
。
側
面
か
ら
見
る
と
、
髯
頂
上
か
ら
垂
下
す
る
短
い
髪
束
の
末
端
が
翻
る
様

子
は
、
特
に
宝
菩
提
院
像
を
紡
彿
と
さ
せ
る
華
や
か
な
造
形
で
あ
る
。
さ
ら
に

髪
型
の
造
形
に
つ
い
て
、
短
い
髪
束
と
組
み
合
わ
せ
て
醤
左
右
に
大
き
め
の
髪

束
を
弛
ま
せ
る
形
や
襟
足
の
ふ
く
ら
む
表
現
な
ど
も
共
通
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ

部
と
醤
半
ば
の
二
箇
所
に
元
結
を
設
け
る
こ
と
で
、
髪
を
柱
の
よ
う
に
結
い
上

げ
て
か
ら
左
右
と
後
方
に
髪
を
垂
下
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
宝
菩

提
院
像
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
が
、
醤
の
基
本
的
な
構
造
は
伝
統
的
な

第
二
型
を
受
け
継
い
で
い
る
。
ま
た
、
両
耳
の
耳
輪
と
耳
半
ば
を
渡
っ
て
円
を

描
く
髪
は
、
宝
菩
提
院
像
の
両
耳
を
囲
む
よ
う
に
優
雅
な
動
き
を
み
せ
る
三
つ

の
愛
束
の
表
現
を
よ
り
伝
統
的
な
形
式
に
置
き
換
え
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
も

(25) 

で
き
る
。

次
に
、
正
面
か
ら
強
い
風
を
受
け
て
い
る
か
の
よ
う
な
醍
醐
寺
像
【
図
1
1
_

②
】
は
、
漣
城
寺
像
と
同
様
に
宝
菩
提
院
像
の
髪
型
と
の
共
通
点
が
見
受
け
ら

る
。

一
方
で
、
髯
の
構
造
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
漣
城
寺
像
は
、
頭
頂

な
る
点
も
あ
る
が
今
一
度
確
認
す
る
。
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見
ら
れ
る
作
例
と
し
て
大
阪
・
道
明
寺
十
一
面

(27) 

観
音
像
【
図

11
ー
③
】
を
取
り
上
げ
る
。

す
る
と
宝
菩
提
院
像
と
の
髪
型
の
造
形
に
共
通
点
を
見
出
し
難
い
。
地
髪
部
額

近
く
の
髪
は
丸
く
膨
ら
み
を
持
た
せ
、
耳
に
か
か
る
髪
束
の
後
縁
に
の
み
鏑
を

た
て
る
。
宝
菩
提
院
像
に
お
い
て
も
地
髪
部
で
は
耳
に
か
か
る
髪
束
に
の
み
角

(28) 

を
立
て
て
い
る
。
な
お
、
道
明
寺
像
は
襟
足
の
ふ
く
ら
み
を
つ
く
ら
な
い
。
道

明
寺
像
を
正
面
か
ら
み
る
と
頂
上
仏
面
の
上
半
身
が
髯
を
成
し
て
い
る
。
し
か

一
見

い
が
、
宝
菩
提
院
像
と
同
様
に
唐
代
の
影
響
が

最
後
に
漣
城
寺
像
、
醍
醐
寺
像
ほ
ど
で
は
な

醍
醐
寺
像
に
た
い
へ
ん
適
し
た
造
形
で
あ
る
。

面
か
ら
風
を
う
け
、
力
強
さ
や
量
感
が
際
立
つ

醐
寺
像
で
は
全
て
の
髪
束
に
用
い
て
い
る
。
正

わ
す
た
め
に
要
所
で
使
い
分
け
て
い
る
が
、
醍

る
表
現
を
髪
の
質
感
と
動
き
を
効
果
的
に
あ
ら

法
に
つ
い
て
も
、
宝
菩
提
院
像
で
は
鏑
を
立
て

構
成
は
第
二
型
を
採
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彫

を
垂
下
さ
せ
る
醍
醐
寺
像
の
髯
も
、
基
本
的
な

し
か
し
、
元
結
を
上
下
二
段
に
作
っ
て
か
ら
髪

せ
、
彫
法
に
お
い
て
も
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。

地
髪
部
の
髪
束
に
は
鋭
く
鏑
立
て
た
彫
り
を
み

れ
る
。
髯
は
後
方
に
向
か
っ
て
勢
い
よ
く
な
び

(26) 

き
、
末
端
を
上
方
に
翻
ら
せ
る
。
ま
た
、
髯
と

る
形
は
宝
菩
提
院
像
に
似
て
い
る
と
言
え
る
。

し
側
面
と
背
面
で
は
、
頂
上
仏
面
の
背
中
か
ら
醤
の
後
半
が
生
え
て
い
る
か
の

よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
髯
の
前
半
部
が
造
形
さ
れ
て
い
な
い
た
め
わ
か

り
に
く
い
が
、
背
面
か
ら
見
た
際
に
醤
上
部
中
央
に
二
房
の
髪
束
が
あ
ら
わ
れ

中
国
唐
代
に
お
け
る
菩
薩
形
像
の
醤
の
構
成
が
す
べ
て
宝
菩
提
院
像
と
同
じ 図11 宝菩提院像の周辺作品
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れ
ず
、
平
安
時
代
初
期
の
菩
薩
形
像
に
採
用
さ
れ
る
形
式
と
し
て
「
髪
を
耳
に

か
け
る
」
表
現
が
見
出
さ
れ
た
。
我
が
国
の
彫
刻
作
品
に
お
け
る
こ
の
形
式
の

初
出
は
、
宝
菩
提
院
像
や
撻
城
寺
像
と
い
っ
た
檀
像
系
木
彫
像
（
原
則
と
し
て

表
面
に
乾
漆
や
彩
色
を
用
い
な
い
、
素
地
仕
上
げ
と
す
る
木
彫
の
系
統
）
で
あ
る
。
こ

の
形
は
、
垂
髪
と
連
動
し
て
現
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
薬
師
寺
東
院
堂

聖
観
音
菩
薩
像
の
垂
髪
を
み
る
と
、
地
髪
部
の
髪
の
流
れ
と
は
関
係
を
も
た
ず

に
彫
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
髪
を
耳
に
か
け
る
形
式
の
淵

源
を
探
る
た
め
、
ま
ず
は
檀
像
の
作
例
を
確
認
す
る
。
唐
で
制
作
さ
れ
た
可
能

(29) 

性
が
指
摘
さ
れ
る
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
多
武
峯
伝
来
）
十
一
面
観
音
像
【
図

1
2
I
①
】
、
奈
良
・
法
隆
寺
九
面
観
音
像
一
図
1
2
I
②
】
、
山
ロ
・
神
福
寺
十
一

八
ー
九
世
紀
菩
薩
形
像
の
髪
型
を
四
分
類
し
た
結
果
、
奈
良
時
代
に
は
見
ら

五
、
髪
束
を
耳
に
か
け
る
地
髪
部
形
式

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
第
二
型
に
近
い
作
例
も
存
在
す
る
が
、
漣
城
寺
像
や

醍
醐
寺
像
の
髯
に
つ
い
て
は
唐
代
に
お
け
る
そ
う
し
た
形
式
を
取
り
入
れ
た
と

考
え
る
よ
り
も
、
日
本
で
の
伝
統
的
な
醤
の
構
成
を
受
け
継
い
だ
と
考
え
る
方

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
第
四
型
を
部
分
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ

の
構
成
原
理
ま
で
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
想
像
で
き
る
。

つ
ま
り
、

日
本
に
お
い
て
い
か
に
第
二
型
の
構
成
原
理
が
深
く
浸
透
し
て
い
た
か
を
物
語

っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
唐
と
の
関
係
が
色
濃
い
と
指
摘
さ
れ
る
一
連
の
作
例

の
な
か
で
、
宝
菩
提
院
像
が
際
立
っ
て
唐
代
彫
刻
と
距
離
感
の
近
い
作
例
で
あ

部
を
全
て
平
彫
り
と
し
て

い
る
の
で
髪
の
流
れ
は
確
認
で
き
な
い
。
奈
良
時
代
の
諸
像
と
同
じ
く
、
将
来

檀
像
に
も
髪
を
耳
に
か
け
る
造
形
は
管
見
の
限
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、

丸
彫
り
像
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
平
安
時
代
よ
り
以
前
か
ら
、
髪
束
を
耳
に
か
け

る
形
を
し
ば
し
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）

に
完
成
を
み
た
東
大
寺
金
堂
慮
舎
那
仏
像
台
座
蓮
弁
（
八
世
紀
中
頃
）
に
あ
ら

わ
れ
た
線
刻
画
【
図
13
】
や
東
大
寺
八
角
灯
籠
浮
彫
音
声
菩
薩
像
（
八
世
紀
後
半
）

に
は
耳
に
髪
を
か
け
た
状
態
の
菩
薩
像
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。

の
表
現
自
体
は
平
安
時
代
よ
り
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

か
る
。
神
福
寺
像
は
地
髪

刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

く
、
別
の
部
位
と
し
て
彫

に
お
い
て
も
、

垂
髪
は
背

髪
を
降
ろ
す
。
法
隆
寺
像

面
で
地
髪
部
よ
り
一
段
高

耳
に
か
け
る
こ
と
な
く
垂

部
は
平
彫
り
と
し
、
髪
を

を
彫
っ
て
い
る
が
、
後
頭

の
上
あ
た
り
ま
で
髪
の
毛

ら
み
る
と
、
東
博
像
は
耳

面
観
音
像
【
図
1
2
I
③】

(30) 

を
見
て
み
よ
う
。
側
面
か

つ
ま
り
、
こ

図12 地髪部唐代橙像の作例

右：①東京国立博物館蔵十一面観音像

中央：②法隆寺九面観音像 左：③神福寺十一面観音像
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空
海
が
延
暦
二
十
五
年
（
八
0
六
）
に
唐
よ
り
帰
朝
す
る
際
に
将
来
し
た
両

界
曼
荼
羅
は
、
現
存
す
る
平
安
時
代
初
期
密
教
彫
刻
に
直
接
的
に
影
響
を
与
え

た
と
想
像
さ
れ
る
が
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
根
本
曼
荼
羅
を

き
わ
め
て
忠
実
に
写
し
描
い
た
と
さ
れ
る
の
が
京
都
・
神
護
寺
両
界
曼
荼
羅
図

（
高
雄
曼
荼
羅
、
八
二
九
＼
八
三
―
―
一
年
の
間
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
で
あ
る
。

そ
の
神
護
寺
本
の
う
ち
胎
蔵
界
曼
荼
羅
に
描
か
れ
た
四

0
0
余
り
の
尊
像
の
な

か
で
地
髪
部
の
髪
と
耳
の
関
係
が
わ
か
る
も
の
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
髪
束
を

耳
に
か
け
る
尊
像
と
髪
を
耳
に
か
け
な
い
尊
像
の
内
訳
は
十
七
体
ず
つ
の
同
数

と
な
っ
た
。
髪
が
耳
に
か
か
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
像
で
は
、
例
え
ば
胎
蔵

界
釈
迦
院
光
緊
仏
頂
菩
薩
像
【
図

1
4
I
①
】
、
髪
を
耳
に
掛
け
て
い
な
い
と
判

断
で
き
る
像
で
は
、
例
え
ば
胎
蔵
界
釈
迦
院
如
来
嘔
相
菩
薩
像
【
図1
4—
②
】

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
他
の
曼
荼
羅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
彩
色
曼
荼
羅
の
場
合

は
毛
筋
が
描
か
れ
て
い
な
い
も
し
く
は
劣
化
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
で

た
曼
荼
羅
に
描
か
れ
た
図
像
と

(31) 

の
関
係
も
考
え
た
い
。

の
造
立
に
際
し
て
規
範
と
な
っ

彫
刻
で
あ
る
た
め
、
密
教
彫
刻

う
に
な
る
の
は
九
世
紀
の
密
教

る
形
式
が
頻
繁
に
み
ら
れ
る
よ

像
で
あ
る
が
、

髪
を
耳
に
か
け

初
出
は
宝
菩
提
院
像
や
漣
城
寺

ま
た
、
丸
彫
り
像
に
お
け
る

図13 東大寺金堂服舎那仏像

台座蓮弁線刻画（部分）

高
雄
曼
荼
羅
の
原
本
で
あ

中
国
に
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
高
雄
曼
荼
羅
と
の
類
似
が

(34) 

指
摘
さ
れ
て
い
る
中
盾
期
の
壁
画
が
存
在
す
る
敦
煙
莫
高
窟
に
髪
を
耳
に
か
け

る
菩
薩
像
を
探
し
求
め
て
み
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

初
盾
期
＼
晩
唐
期
す
べ
て
を
通
じ
て
、
髪
を
耳
に
か
け
る
菩
薩
像
が
認
め
ら
れ

(35) 
た。

以
上
、
髪
を
耳
に
か
け
る
形
式
の
類
例
を
八
＼
九
世
紀
の
彫
像
お
よ
び
画
像

に
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
淫
彫
り
像
や
画
像
で
は
八
世
紀
中
頃
か
ら
す
で
に

み
ら
れ
、
九
世
紀
以
降
の
曼
荼
羅
に
も
確
認
で
き
た
。
ま
た
丸
彫
り
像
で
は
、

将
来
檀
像
に
は
み
ら
れ
ず
、
宝
菩
提
院
像
や
漣
城
寺
像
が
わ
が
国
に
お
け
る
最

も
早
い
例
で
あ
り
、
九
世
紀
の
密
教
彫
像
に
お
い
て
広
く
流
行
し
た
と
い
え
る
。

に
匹
敵
す
る
画
幅
の
作
例
を

れ
て
い
る
が
、
高
雄
曼
荼
羅

を
反
映
し
て
い
た
と
指
摘
さ

の
中
国
画
壇
に
お
け
る
作
風

る
空
海
将
来
本
は
八
世
紀
末

す
る
。

に
も
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
に

に
、
敦
煽
莫
高
窟
中
の
壁
画

て
い
る
と
思
わ
れ
る
尊
像
が

(33) 

い
く
つ
か
み
ら
れ
た
。
さ
ら

は
あ
る
が
、

髪
を
耳
に
か
け

図14 神護寺両界曼荼羅図（高雄曼荼羅）（部分）

左：①胎蔵界釈迦院光緊仏頂菩薩像

右：②胎蔵界釈迦院如来嘔相菩薩像
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宝
菩
提
院
像
や
漣
城
寺
像
の
髪
を
耳
に
か
け
る
形
式
の
典
拠
を
、
本
章
で
挙
げ

た
八
世
紀
の
画
像
に
た
だ
ち
に
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
何
ら
か
の
図
像
的

併
用
木
彫
像
が
髪
を
耳
に
か
け
る
形
式
の
典
拠
を
宝
菩
提
院
像
と
直
接
結
び
つ

け
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
わ
が
国
で
の
初
出
が
宝
菩
提
院

像
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
密
教
彫
刻
に
対
し
て

高
い
規
範
性
を
も
つ
曼
荼
羅
中
の
尊
像
に
こ
の
形
式
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も

九
世
紀
乾
漆
併
用
木
彫
像
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
髪
を
耳
に
か
け
る
形
式
は
耳
の
前
後
で
毛
流
れ
が
一
連
で
な
く
な
っ
た
地

髪
部
の
処
理
（
耳
よ
り
手
前
・
後
ろ
と
も
に
は
＞
字
型
に
毛
流
れ
を
彫
る
）
に
適
し

た
髪
型
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
奈
良
時
代
の
諸
像
で
は
耳
の
手
前
か
ら
後
頭
部

に
向
か
っ
て
一
連
の
毛
流
れ
（
耳
よ
り
手
前
は
＞
字
型
、
後
方
は
逆
＞
字
型
）
が
作

ら
れ
て
い
た
が
、
平
安
時
代
の
諸
像
で
は
地
髪
部
の
前
後
が
一
連
で
は
な
い
た

め
、
髪
を
耳
に
か
け
る
こ
と
に
よ
り
耳
の
上
部
で
前
後
の
毛
流
れ
を
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、
後
頭
部
の
＞
字
型
の
毛
流
れ
に
適
し
て
い
る
こ
と

も
、
平
安
時
代
初
期
の
乾
漆
併
用
木
彫
像
が
髪
を
耳
に
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た

一
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
、
平
安
時
代
初
期
の
菩
薩
形
像
の
髪
型
に
つ
い
て
、
髯
部
と
地
髪

部
の
構
成
原
理
に
焦
点
を
あ
て
て
八
ー
九
世
紀
の
形
式
変
遷
を
お
っ
た
。
そ
れ

に
よ
り
平
安
時
代
初
期
の
密
教
彫
刻
に
特
徴
的
と
さ
れ
る
高
さ
の
あ
る
太
い
醤

む
す
び

典
拠
の
存
在
を
想
像
さ
せ
る
。
同
様
に
、
東
寺
像
以
後
の
平
安
時
代
初
期
乾
漆

が
八
世
紀
前
半
に
す
で
に
完
成
さ
れ
た
形
式
（
本
稿
で
は
第
二
型
に
分
類
）
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
っ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
第
二
型
が
表
面
的

な
デ
ィ
テ
ー
ル
の
変
化
を
み
せ
な
が
ら
八
ー
九
世
紀
菩
薩
形
像
の
昏
の
主
流
と

な
る
一
方
、
第
四
型
で
結
い
上
げ
る
宝
菩
提
院
像
の
髯
の
特
異
性
が
際
立
つ
結

果
と
な
っ
た
。
宝
菩
提
院
像
と
似
た
髯
を
結
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
漣
城

寺
像
や
醍
醐
寺
像
、
道
明
寺
像
は
、
宝
菩
提
院
像
と
髪
型
以
外
の
造
形
や
造
立

背
景
に
お
い
て
も
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
風
を
は
ら
む
よ
う
な
動
き

の
あ
る
髪
束
や
鏑
立
て
た
彫
法
と
い
っ
た
デ
ィ
テ
ー
ル
は
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
る
も
の
の
、
髯
の
構
成
原
理
は
あ
く
ま
で
第
二
型
を
基
調
と
し
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
も
日
本
に
お
け
る
第
二
型
の
髯
が
い
か
に
定
着
し
、
流
布
し
た
形

式
で
あ
る
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
ま
た
地
髪
部
の
造
形
に
つ
い
て
は
、
耳
に
髪

束
を
か
け
る
と
い
う
表
現
に
注
目
し
た
。
八
世
紀
後
半
の
平
面
的
作
品
と
宝
菩

提
院
像
、
宝
菩
提
院
像
と
九
世
紀
の
乾
漆
併
用
木
彫
像
、
曼
荼
羅
と
九
世
紀
の

を
生
み
出
し
た
か
を
本
論
文
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
技
法
面
・
作
風
面
で
相
互
に
影
響
を
う
け
な
が
ら
混
合
を
進
め
て
い
っ

た
檀
像
系
木
彫
と
乾
漆
併
用
木
彫
の
両
者
に
ま
た
が
っ
て
現
れ
る
特
徴
と
し
て
、

(36) 

髪
を
耳
に
か
け
る
表
現
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
安
時
代
初
期
の
菩
薩
形
像
に
み
ら
れ
る
髪
型
は
、
中
国
の
作
品
か
ら
の
影

響
以
上
に
、
日
本
の
な
か
で
自
律
的
に
展
開
し
た
形
式
と
考
え
ら
れ
る
。
東
寺

像
や
観
心
寺
像
な
ど
は
唐
本
図
像
を
典
拠
と
し
て
造
像
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
宝
冠
に
隠
れ
て
描
か
れ
な
い
醤
の
立
体
化
の
過
程
に
お
い
て
は
奈
良
時
代

乾
漆
併
用
木
彫
像
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
程
度
の
影
響
関
係
を
も
っ
て
こ
の
形
式
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以
下
、
三
氏
の
論
文
を
主
要
な
先
行
研
究
と
し
て
挙
げ
る
。

麻
木
脩
平
「
鎌
倉
彫
刻
に
お
け
る
高
醤
は
宋
風
か
」
『
史
迦
と
美
術
』
四
一
五

一
九
七
一
年
一
八
二
＼
一
九
五
頁
。

山
本
勉
「
円
成
寺
大
日
如
来
像
の
再
検
討
」
『
国
華
』
―
一
三

0

一
九
九
〇

年
七
＼
一
四
頁
。

武
笠
朗
「
雲
中
供
養
菩
薩
像
（
平
等
院
鳳
凰
堂
）
」
『
国
華
』
―
一
三
一

一
九
九

0
年
三
二
＼
三
七
頁
。

(
2
)

麻
木
氏
の
分
類
を
要
約
し
、
左
記
に
紹
介
す
る
。
な
お
、
本
文
中
で
は
各
型
を

図
示
に
よ
り
説
明
し
て
い
る
。

ニE竺
頭
頂
す
ぐ
に
元
結
を
設
け
て
髪
を
結
い
、
昏
を
扇
状
に
開
く
。
（
例
）

法
隆
寺
五
重
塔
塔
本
塑
像
群
中
の
菩
薩
像
。

二
型
~
一
型
の
丈
が
よ
り
高
く
な
っ
た
も
の
。
一
型
の
よ
う
に
扇
状
に
は
開
か

な
い
。
（
例
）
薬
師
寺
東
院
堂
聖
観
音
像
。

三
型
二
眼
頂
す
ぐ
と
、
上
方
に
さ
ら
に
も
う
一
っ
元
結
を
設
け
て
髪
を
括
る
。

残
り
の
髪
は
、
昏
頂
に
二
房
と
、
上
下
二
段
に
分
け
て
垂
下
さ
せ
る
。

滋
賀
・
常
教
寺
菩
薩
像
や
大
阪
．
勝
尾
寺
薬
師
三
尊
像
の
う
ち
両
脇
侍

は
三
型
に
近
い
が
、
形
式
が
整
え
ら
れ
た
の
は
平
安
時
代
後
期
（
本
文

中
で
は
藤
原
時
代
）
に
お
い
て
で
あ
り
、
こ
の
時
代
に
流
行
し
た
。
ま
た
、

こ
の
三
型
は
五
型
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
考
え
ら
れ
る
。
（
例
）
京
都
・

平
等
院
鳳
凰
堂
雲
中
供
養
菩
薩
像
、
東
京
・
大
倉
集
古
館
蔵
普
賢
菩
薩
像
。

三
型
の
丈
が
高
く
な
っ
た
も
の
。
（
例
）
奈
良
•
長
岳
寺
阿
弥
陀
三
尊

主――
―
-11 (

l
 

四
型

が
ら
展
開
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

世
紀
彫
刻
が
、
唐
代
美
術
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
八
世
紀
の
造
形
を
継
承
し
な

以
来
の
日
本
彫
刻
の
造
形
伝
統
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、

ひ
い
て
は
唐
か
ら
の
強
い
影
響
を
う
け
な
が
ら
展
開
し
た
日
本
の
八
世

紀
彫
刻
と
、
和
様
化
を
推
し
進
め
た
と
さ
れ
る
十
世
紀
彫
刻
に
は
さ
ま
れ
た
九

像
の
う
ち
両
脇
侍
、
京
都
・
大
報
恩
寺
准
抵
観
音
像
な
ど
。

五
型
三
一
型
の
原
型
。
頭
頂
す
ぐ
と
、
上
方
に
さ
ら
に
も
う
一
っ
元
結
を
設
け

て
愛
を
括
り
、
残
り
の
髪
束
を
左
右
な
い
し
後
方
へ
垂
下
さ
せ
る
。
中

国
で
は
一
型
と
並
ん
で
よ
く
見
ら
れ
る
。
（
例
）
奈
良
・
興
福
寺
八
部

衆
像
の
う
ち
阿
修
羅
像
、
奈
良
・
秋
篠
寺
伎
芸
天
像
、
奈
良
・
唐
招
提

寺
伝
衆
宝
王
菩
薩
像
な
ど
。

六
型
二
九
型
の
丈
が
高
く
な
っ
た
も
の
。
五
型
と
の
区
別
が
難
し
く
、
全
体
が

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
近
い
も
の
を
五
型
、
シ
リ
ン
ダ
ー
状
に
近
い
も
の
を

六
型
と
す
る
。
（
例
）
京
都
・
東
寺
講
堂
五
菩
薩
像
、
奈
良
・
円
成
寺

大
日
如
来
像
な
ど
。

(
3
)

頭
髪
部
の
各
部
位
お
よ
び
彫
法
の
名
称
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
以
下
の
通
り
統

一
す
る
。
頭
上
に
結
い
上
げ
た
愛
を
髯
、
そ
れ
以
下
の
髭
を
地
嬰
と
呼
ぶ
。
彫
り

方
に
は
王
に
三
種
あ
り
、
毛
束
の
み
を
あ
ら
わ
す
マ
バ
ラ
彫
り
、
何
も
彫
り
を
あ

ら
わ
さ
な
い
平
彫
り
、
そ
し
て
毛
髪
一
本
一
本
を
あ
ら
わ
す
毛
筋
彫
り
が
あ
る
。

醤
を
結
ぶ
紐
状
の
も
の
を
元
結
と
呼
ぶ
。

(
4
)

前
掲
注
2
麻
木
氏
の
分
類
で
は
一
型
に
該
当
す
る
。

(
5
)

薬
師
寺
金
堂
薬
師
三
尊
像
の
造
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
活
発
な
議
論

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
飛
鳥
時
代
後
期
（
七
世
紀
後
半
）
の
藤
原
京
薬
師
寺

本
尊
と
み
る
「
移
坐
説
」
と
、
平
城
京
に
薬
師
寺
が
建
立
さ
れ
た
頃
（
八
世
紀
初
頭
）

に
造
立
さ
れ
た
と
す
る
「
新
鋳
説
」
で
あ
る
。
本
稿
で
は
両
説
を
併
記
し
、
七
世

紀
後
半
ま
た
は
八
世
紀
前
半
と
す
る
。

内
藤
栄
「
総
説
白
鳳
の
美
術
」
奈
良
国
立
博
物
館
編
「
開
館
―
二

0
年
記
念

特
別
展
白
鳳
ー
花
ひ
ら
く
仏
教
美
術
ー
』
二

0
一
五
年
六
ー
一
六
頁
。

岩
井
共
二
「
月
光
菩
薩
立
像
」
奈
良
国
立
博
物
館
編
「
開
館
―
二

0
年
記
念
特

別
展
白
鳳
ー
花
ひ
ら
く
仏
教
美
術
ー
』
二

0
一
五
年
二
三
九
頁
。

中
野
聰
「
薬
師
寺
根
本
本
尊
に
つ
い
て
の
考
察
|
．
所
謂
移
座
・
非
移
座
問
題
を

め
ぐ
っ
て
ー
」
『
仏
教
芸
術
」
三
四
九
二

0
一
六
年
五
四
ー
七
五
頁
。

(
6
)

側
面
観
に
つ
い
て
は
藤
岡
穣
氏
の
調
査
時
の
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
、
上
段
元
結
を
起

点
と
す
る
輪
状
の
愛
束
を
垂
下
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

(
7
)

興
福
寺
東
金
堂
像
と
面
貌
や
地
髪
の
形
状
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
作
例
に
、
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敦塊莫高窟第

205窟菩薩像

図18 東京国立博物館

蔵浮彫三脈像の

うち脇侍菩陸像

（宝慶寺石紅像）

図15

図17

敦燻莫高窟第

328窟菩薩像

敦煙莫高窟第

45窟菩藷像

滋
賀
・
奨
光
寺
観
音
菩
薩
像
（
七
＼
八
世
紀
）
が
あ
る
。
と
も
に
螺
醤
で
あ
り
、

地
髪
部
は
後
頭
部
に
お
い
て
逆
＞
字
型
に
髪
の
束
目
を
重
ね
る
。

『
月
刊
文
化
財
』
六

0
九

二

0
一
四
年
一
六
頁
。

(
8
)

中
国
唐
代
に
お
け
る
髯
部
の
形
式
分
類
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
行
っ
た
日
本
の

作
品
の
分
類
を
当
て
は
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
中
国
作
品

の
形
式
分
類
お
よ
び
変
遷
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
す
る
が
、
現
時

点
で
は
大
ま
か
に
二
つ
に
分
類
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

中
国
第
一
型
は
、
愛
を
頭
頂
に
向
か
っ
て
杭
き
あ
げ
た
後
、
頭
頂
に
接
す
る
位

置
に
元
結
を
一
っ
設
け
る
。
日
本
の
一
型
お
よ
び
三
型
と
似
た
構
造
を
も
つ
。
例

え
ば
、
敦
煽
莫
高
窟
第
三
二
八
窟
の
供
養
菩
薩
像
一
図

15
】
は
、
頭
頂
に
愛
を
杭

き
上
げ
て
ま
と
め
、
頭
頂
部
に
接
す
る
よ
う
に
元
結
を
設
け
て
愛
を
縛
り
、
醤
は

側
面
観
で
輪
状
を
呈
す
る
。
ま
た
、
同
窟
第
二

0
五
窟
菩
薩
像
【
図

16
】
で
は
、

頭
頂
の
元
結
を
始
点
と
し
て
螺
醤
を
結
う
。

続
い
て
中
国
第
二
型
は
、
元
結
が
頭
頂
に
接
す
る
こ
と
な
く
、
醤
半
ば
も
し
く

は
、
更
に
上
部
に
元
結
を
設
け
る
。
日
本
の
第
四
型
に
似
た
構
造
を
も
つ
。
例
え
ば
、

東
京
国
立
博
物
館
蔵
浮
彫
三
尊
像
（
宝
慶
寺
石
爺
像
）
や
敦
煙
莫
高
窟
第
四
五
窟

菩
薩
像
【
図

17
】
で
は
、
僣
半
ば
に

設
け
ら
れ
た
元
結
を
基
点
に
し
て
同

心
円
状
に
愛
束
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
中
国
第
二
型
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
東
京
国
立
博
物
館
蔵

浮
彫
三
尊
像
（
宝
慶
寺
石
廂
像
）
【
図

18
】
で
は
、
醤
半
ば
に
元
結
を
あ
ら

わ
し
な
が
ら
螺
髯
を
結
っ
て
い
る
。

な
お
、
唐
代
彫
刻
の
醤
は
総
じ
て

日
本
の
作
例
よ
り
も
複
雑
な
結
い
方

を
し
て
い
る
。
唐
代
の
白
至
像
（
永

青
文
庫
蔵
菩
蔭
像
【
図

19
】
な
ど
）

の
よ
う
に
、
複
数
の
元
結
を
あ
ら
わ

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う

な
構
造
上
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

か
、
そ
の
判
断
が
困
難
な
作
例
も
多

く
存
在
す
る
。

(
9
)

津
田
徹
英
「
横
浜
・
龍
華
寺
蔵
脱
活
乾
漆
造
菩
藷
半
珈
像
を
め
ぐ
る
知
見
」

東
京
文
化
財
研
究
所
企
画
情
報
部
編
『
美
術
研
究
作
品
資
料
龍
華
寺
菩
薩
半

珈

像

」

第

四

冊

中

央

公

論

美

術

出

版

二

0
0
七
年
四
九
ー
七
二
頁
。

(10)

前
掲
注

9
津
田
論
文

(11)

束
寺
講
堂
諸
像
は
、
承
和
六
年
（
八
三
九
）
開
眼
が
通
説
と
さ
れ
て
き
た
が
、

堀
裕
氏
に
よ
り
「
続
日
本
紀
』
の
記
事
の
年
月
日
に
誤
り
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
、
西
本
昌
弘
氏
に
よ
り
承
和
十
一
年
（
八
四
四
）
の
開
眼
と
す
る
説
が
提
示
さ

れ
た
。堀

裕
「
東
大
寺
大
仏
と
宮
ー
大
仏
供
起
源
考
ー
」
『
日
本
史
研
究
』
五
六
九

二

0
1
0年
一
ー
ニ
四
頁
。

西
本
昌
弘
「
平
安
京
野
寺
（
常
住
寺
）
の
諸
問
題
」
『
仁
明
朝
史
の
研
究
ー
承

和
転
換
期
と
そ
の
周
辺
ー
」
思
文
閣
出
版
二

0
1
―
年
一

0
七
ー
一
三
八
頁
。

(12)

観
心
寺
像
の
造
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
緻
密
な
論
考
に
よ
っ
て
諸
説
と
な
え
ら 図19 永青文庫蔵菩薩像 頭部（正面・背面）
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れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
承
和
七
年
（
八
四

0
)
に
観
心
寺
一
二
綱
が
鐘
一
口
を

鋳
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
観
心
寺
勘
録
縁
起
資
財
帳
j

記
載
の
講
堂
本
尊
と
推
定

さ
れ
る
本
像
も
こ
の
頃
ま
で
に
は
完
成
し
て
い
た
と
す
る
説
が
有
力
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
先
述
の
講
堂
が
『
資
財
帳
』
記
載
の
嵯
峨
院
太
皇
太
后
（
橘
嘉
智
子
）

の
「
御
願
堂
」
に
相
当
す
る
と
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
く
と
も
橘
嘉
智
子
が

亡
く
な
る
嘉
祥
三
年
（
八
五

0
)
以
前
、
さ
ら
に
嵯
峨
太
上
天
皇
崩
御
の
承
和
九

年
な
い
し
は
不
予
と
な
る
承
和
六
年
頃
と
も
想
定
さ
れ
る
。
な
お
近
年
、
佐
藤
全

敏
氏
は
日
本
史
学
の
立
場
か
ら
『
資
財
帳
』
の
内
容
を
精
査
す
る
こ
と
で
、
橘
嘉

智
子
の
御
願
堂
の
建
立
が
承
和
十
年
か
ら
開
始
（
あ
る
い
は
本
格
化
）
し
た
こ
と

が
わ
か
り
、
本
像
の
造
立
も
そ
の
頃
と
す
る
説
を
提
示
さ
れ
た
。
ま
た
高
橋
早
紀

子
氏
は
観
心
寺
像
が
護
摩
修
法
の
本
尊
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
直
接
的
な
造
像

の
契
機
が
承
和
九
年
の
承
和
の
変
で
あ
っ
た
と
論
じ
、
制
作
年
を
承
和
十
年
と
提

示
し
た
。

西
川
新
次
「
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
に
つ
い
て
」
『
美
術
史
』
ニ
ニ
ー
九
五
六

年

一

1
十
四
頁
。

同
「
観
心
寺
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
」
丸
尾
彰
三
郎
ほ
か
絹
「
日
本
彫
刻
史
基
礎

資
料
集
成
平
安
時
代
・
重
要
作
品
篇
』
三
中
央
公
論
美
術
出
版
一
九
七
七

年

二

0
頁。

佐
藤
全
敏
「
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
再
考
」
『
美
術
研
究
』
四
一
―
―
―

二
0
一
四
年
一
＼
一
八
頁
。

高
橋
早
紀
子
「
（
発
表
要
旨
）
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
の
思
想
的
背
景
と
制
作

年
代
」
『
美
術
史
』
一
七
―
二

0
一
五
年
三
八
五
頁
。

(13)

東
寺
像
・
観
心
寺
像
・
神
設
寺
像
の
技
法
は
一
木
造
り
に
乾
漆
を
併
用
す
る
点

が
共
通
し
、
ま
た
造
像
背
景
に
天
皇
や
皇
太
后
と
い
っ
た
朝
廷
関
係
者
の
関
与
が

想
定
さ
れ
る
点
も
共
通
す
る
。

(14)

神
護
寺
五
大
虚
空
蔵
菩
薩
像
の
う
ち
法
界
虚
空
蔵
菩
薩
像
は
背
面
頭
頂
か
ら
腰

に
か
け
て
全
面
に
補
修
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
背
面
に
お
け
る
醤
・
地
嬰
部
の

造
形
に
つ
い
て
は
比
較
対
象
と
し
な
い
。

(15)

奈
良
時
代
後
期
の
脱
活
乾
漆
像
と
木
心
乾
漆
像
に
お
い
て
、
束
目
を
あ
ら
わ
さ

ず
に
毛
筋
彫
り
を
施
す
処
理
が
み
ら
れ
る
。

日
本
の
国
宝
』

前
掲
注

9
津
田
論
文

(16)

藤
岡
穣
「
様
式
か
ら
み
た
新
薬
師
寺
薬
師
如
来
像
」
『
仏
教
美
術
論
集
一
様

式
論
ー
ス
タ
イ
ル
と
モ
ー
ド
の
分
析
』
竹
林
舎
二

0
―
二
年
三
二
＼
五
五
頁
。

(17)

乾
漆
併
用
木
彫
で
は
、
地
髪
部
は
他
の
部
分
と
質
感
に
変
化
を
つ
け
る
た
め
に

乾
漆
を
使
用
す
る
傾
向
に
あ
る
。
た
だ
し
、
唐
招
提
寺
金
堂
梵
天
像
は
、
観
心
寺

如
意
輪
観
音
像
な
ど
他
の
多
く
の
乾
漆
併
用
木
彫
と
異
な
り
、
地
髪
部
は
完
全
に

乾
漆
の
盛
り
上
げ
の
み
で
表
現
し
て
い
る
。

(18)

岩
佐
光
睛
「
初
期
一
木
彫
の
世
界
」
東
京
国
立
博
物
館
編
『
特
別
展
仏
像

一
木
に
こ
め
ら
れ
た
祈
り
』
二

0
0
六
年
三
七
＼
五
二
頁
。

(19)

天
冠
台
よ
り
上
部
の
地
愛
部
を
一
回
り
小
さ
く
つ
く
る
形
式
は
、
東
京
藝
術
大

学
蔵
菩
薩
像
（
銅
造
・
唐
＼
五
代
、
彫
刻
ー
五
五
六
）
に
も
認
め
ら
れ
る
。
日
本

に
お
け
る
こ
の
形
式
の
中
国
影
牌
の
可
能
性
を
想
起
さ
せ
る
。

(20)

後
頭
部
に
は
四
躯
全
て
に
補
修
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
後
頭
部
の
髪
の
流
れ
方

は
、
蓋
板
に
の
み
補
修
が
あ
る
金
剛
法
菩
薩
像
を
参
考
に
し
た
。

(21)

こ
れ
に
類
似
す
る
表
現
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
菩
薩
像

に
も
み
ら
れ
る
。
元
結
二
段
で
支
柱
部
を
つ
く
り
、
長
さ
の
異
な
る
髪
束
を
垂
下

さ
せ
る
。
支
柱
部
に
最
も
近
い
髪
束
が
上
段
元
結
か
ら
潜
り
で
る
。
垂
下
し
た
髪

束
は
、
宝
菩
提
院
像
な
ど
と
同
様
に
先
端
を
翻
さ
せ
る
。
ま
た
、
天
冠
台
下
の
地

髪
部
に
つ
い
て
も
、
耳
に
か
か
る
髭
束
や
後
頭
部
の
＞
字
型
の
毛
筋
と
い
っ
た
九

世
紀
の
木
彫
像
に
み
ら
れ
る
髪
型
の
特
徴
を
具
え
て
い
る
。

な
お
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
像
に
つ
い
て
、
左
記
田
追
氏
の
解
説
で
は
営

は
後
補
と
し
て
い
る
。
筆
者
は
実
見
し
て
い
な
い
が
、
写
真
か
ら
読
み
取
れ
る
干

割
れ
な
ど
の
痕
跡
か
ら
当
初
の
も
の
と
判
断
す
る
。

田
追
三
郎
助
「
木
造
菩
薩
坐
像
」
「
在
外
日
本
の
至
宝
八
彫
刻
j

節
日
新
聞

社
一
九
八
三
年
―
二
三
頁
。

(22)

中
野
玄
三
「
京
都
の
仏
像
』
淡
交
社
一
九
六
八
年
一
六
八
＼
一
六
九
頁
。

井
上
正
「
古
密
教
彫
像
巡
歴
一

0

京
都
・
宝
菩
提
院
菩
俗
半
珈
像
」
「
日
本

美
術
工
芸
」
五
八
九
一
九
八
二
年
五
六
＼
六
二
頁
（
同
「
古
佛
[
続
]
古
密

教
彫
像
巡
歴
』
所
収
）
。

松
田
誠
一
郎
「
菩
薩
踏
下
像
」
『
週
刊
朝
日
百
科

一
六
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29 

一
九
九
七
年
一
七
ニ
ー
一
七
三
頁
。

中
村
恒
克
「
宝
菩
提
院
菩
薩
半
珈
像
お
よ
び
道
明
寺
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
の

作
風
表
現
お
よ
び
造
像
技
法
に
お
け
る
唐
の
影
響
に
つ
い
て
ー
両
像
の
模
刻
制
作

を
通
し
て
ー
」
『
年
報
二

0
一
五
』
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
文
化
財

保
存
学
専
攻
保
存
修
復
彫
刻
研
究
室
二

0
一
六
年
四
六
ー
五
一
頁
。

(23)

漣
城
寺
像
の
作
品
解
説
に
お
い
て
、
奥
健
夫
氏
は
体
勢
や
面
貌
に
中
唐
彫
塑
の

影
響
を
指
摘
さ
れ
た
。
一
方
、
藤
岡
氏
は
、
面
貌
や
着
衣
形
式
が
奈
良
時
代
か
ら

の
日
本
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

奥
健
夫
「
観
音
菩
薩
立
像
漣
城
寺
」
久
野
健
編
『
仏
像
集
成
日
本
の
仏
像
』

五
巻
（
奈
良
一
）
学
生
社
一
九
九
四
年
ニ
―
九
頁
。

前
掲
注
16
藤
岡
論
文

(24)

岩
佐
光
晴
「
聖
観
音
菩
薩
立
像
」
東
京
国
立
博
物
館
編
『
特
別
展
仏
像
一

木
に
こ
め
ら
れ
た
祈
り
」
二

0
0
六
年
二
五
九
頁
。

(25)

漣
城
寺
像
の
よ
う
な
耳
半
ば
を
わ
た
る
恨
髪
と
耳
輪
上
の
髪
と
が
円
を
描
く
形

式
は
、
奈
良
・
金
龍
寺
菩
薩
像
（
木
造
・
七
世
紀
）
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。

(26)

醍
醐
寺
像
の
髪
束
の
先
端
が
翻
る
表
現
が
共
通
す
る
作
例
と
し
て
、
宝
菩
提
院

像
、
漣
城
寺
像
、
奈
良
・
法
隆
寺
如
意
輪
観
音
像
（
唐
・
八
ー
九
世
紀
か
）
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

松
田
誠
一
郎
「
聖
観
音
菩
薩
立
像
」
『
醍
醐
寺
大
観
』
一
巻
（
建
築
・
彫
刻
・
エ
芸
）

岩

波

書

店

二

0
0
二

年

九

0
1
九
三
頁
。

(27)

作
者
に
つ
い
て
、
唐
エ
人
を
想
定
す
る
説
も
あ
る
。

井
上
正
「
古
密
教
彫
像
巡
歴
―
二
大
阪
・
道
明
寺
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
」

『
日
本
美
術
工
芸
』
五
九
一
号
一
九
八
七
年
七
四
ー
八

0
頁。

(28)

松
田
誠
一
郎
氏
は
、
圭
角
の
立
っ
た
鋭
い
彫
法
を
意
識
的
に
地
嬰
部
に
も
ち
い

る
作
例
と
し
て
、
宝
菩
提
院
像
と
道
明
寺
像
の
ほ
か
大
阪
．
勝
尾
寺
薬
師
一
二
尊
像

の
う
ち
両
脇
侍
を
挙
げ
て
い
る
、
ま
た
、
地
髪
部
の
髪
束
に
規
則
的
に
稜
線
を
あ

ら
わ
す
作
例
は
、
滋
賀
・
延
暦
寺
千
手
観
音
像
を
は
じ
め
、
九
世
紀
を
中
心
に
類

例
が
も
と
め
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

前
掲
注

26
松
田
論
文

松
田
誠
一
郎
「
東
京
国
立
博
物
館
保
管
十
一
面
観
音
像
（
多
武
峯
伝
来
）
に
つ

い
て
（
上
）
」
『
国
華
』
―
―
―
八
一
九
八
八
年
七
＼
二
三
頁
。

同
「
東
京
国
立
博
物
館
保
管
十
一
面
観
音
像
（
多
武
峯
伝
来
）
に
つ
い
て
（
下
）
」

『
国
華
』
一
―
一
九
一
九
八
八
年
三
二
＼
四
八
頁
。

(30)

奈
良
・
与
楽
寺
十
一
面
観
音
像
の
制
作
年
代
お
よ
び
制
作
地
に
つ
い
て
は
諸
説

あ
る
。
唐
代
の
将
来
檀
像
か
、
あ
る
い
は
日
本
で
制
作
さ
れ
た
と
み
て
奈
良
時
代

後
期
も
し
く
は
平
安
時
代
初
期
の
造
像
と
考
え
る
見
方
が
あ
る
。
な
お
、
髪
束
を

耳
に
か
け
る
形
式
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

鈴
木
喜
牌
「
与
楽
寺
の
十
一
面
観
音
檀
像
」
奈
良
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
設

課
編
『
与
楽
寺
の
十
一
面
観
音
檀
像
』
奈
良
県
広
陵
町
教
育
委
員
会
二

0
0
三

年
一
＼
二
八
頁
。

前
掲
注
16
藤
岡
論
文

(31)

平
安
時
代
初
期
の
代
表
作
で
あ
る
観
心
寺
像
は
、
京
都
・
神
護
寺
両
界
曼
荼
羅

図
（
高
雄
曼
荼
羅
）
胎
蔵
界
中
の
如
意
輪
観
音
像
と
像
容
が
き
わ
め
て
よ
く
似
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
空
海
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
両
界
曼
荼
羅
に
基
づ

き
、
彫
像
と
し
て
立
体
化
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
観
心
寺
像
に
限
ら
ず
、

密
教
彫
刻
に
と
っ
て
曼
荼
羅
に
描
か
れ
た
図
像
が
も
つ
規
範
性
は
高
く
、
両
者
は

密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
ま
た
大
河
内
智
之
氏
は
、
和
歌
山
県
・
林
ケ
峰
観
音
寺

菩
薩
像
（
木
造
・
九
祉
紀
半
ば
）
に
つ
い
て
、
冠
紛
を
背
面
に
垂
下
さ
せ
る
表
現

が
曼
荼
羅
諸
尊
中
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
密
教
彫
刻
の

制
作
に
あ
た
り
画
像
を
忠
実
に
立
体
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
河
内
智
之
「
林
ケ
峰
観
音
寺
菩
薩
形
坐
像
に
つ
い
て
ー
施
福
寺
大
日
如
来
坐

像
と
と
も
に
ー
」
『
仏
教
芸
術
』
―
―
＿
二
九
二

0
一
三
年
八
三
＼
九
八
頁
。

(32)

〈
髪
が
耳
に
か
か
る
尊
像
〉

普
賢
菩
薩
•
仏
眼
仏
母
・
大
勇
猛
菩
薩
・
大
安
楽
不
空
金
剛
三
昧
真
実
菩
薩
．

般
若
波
羅
蜜
菩
薩
．
耶
輪
陀
羅
菩
薩
・
大
吉
愛
菩
薩
．
寂
留
明
菩
薩
・
金
剛
薩

埋
菩
薩
・
虚
空
無
邊
超
越
菩
薩
・
金
剛
手
持
金
剛
・
七
宿
・
十
二
脊
属
女

〈
愛
が
耳
に
か
か
ら
な
い
尊
像
〉

文
殊
師
利
菩
薩
・
如
来
火
楽
乞
底
・
如
来
逢
相
・
一
切
如
来
賓
・
大
韓
輪
仏
頂
・

如
来
敏
・
如
来
悲
・
質
坦
羅
・
烏
波
醤
施
柄
・
無
垢
光
菩
藷
・
費
冠
菩
薩
・
日

天
后
・
日
天
・
金
剛
軍
托
利
菩
薩
・
除
一
切
憂
冥
菩
薩
・
歌
天
•
楽
天
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(33)

神
護
寺
本
と
同
系
統
の
曼
荼
羅
の
―
つ
で
あ
る
東
寺
両
界
曼
荼
羅
図
（
甲
本
、

―
―
九
一
年
）
は
彩
色
の
退
色
や
剥
落
、
ま
た
全
て
の
尊
像
の
確
認
に
は
至
っ
て

な
い
が
、
胎
蔵
界
蓮
華
部
院
勢
至
菩
薩
や
胎
蔵
界
金
剛
手
（
部
）
院
金
剛
輪
持
菩

薩
に
お
い
て
髪
を
耳
に
か
け
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
東
寺
甲
本
に
や
や

先
立
つ
和
歌
山
・
金
剛
峯
寺
両
界
曼
荼
羅
図
（
血
曼
荼
羅
、
十
二
世
紀
）
に
つ
い

て
は
細
部
が
未
確
認
で
あ
り
、
奈
良
・
子
嶋
寺
両
界
曼
荼
羅
図
（
子
島
曼
荼
羅
、

+
1十
一
世
紀
）
は
未
確
認
の
部
分
も
あ
る
が
昏
を
結
う
尊
像
の
多
く
は
毛
筋
が

描
か
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
神
護
寺
本
と
は
系
統
の
異
な
る
東
寺

西
院
両
界
曼
荼
羅
図
（
伝
真
言
院
曼
荼
羅
、
九
世
紀
）
で
は
、
胎
蔵
界
除
蓋
障
院

慈
慇
生
菩
薩
と
胎
蔵
界
外
金
剛
部
院
毘
沙
門
天
の
二
体
に
の
み
毛
筋
が
確
認
で
き

た
。
な
お
こ
の
二
体
は
と
も
に
髪
を
耳
に
か
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(34)

秋
山
光
和
・
柳
澤
孝
「
高
雄
曼
荼
羅
を
め
ぐ
る
絵
画
史
的
展
望
」
東
京
文
化

財
研
究
所
美
術
部
編
『
美
術
研
究
所
報
告
高
雄
曼
荼
羅
』
東
京
文
化
財
研
究
所

一
九
六
七
年
八
ニ
ー
九
三
頁
。

(35)

以
下
の
窟
で
髭
を
耳
に
か
け
る
尊
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

初
唐
;
弟
五
七
窟
、
中
唐
;
第
一
五
九
窟
、
盛
唐
;
第
四
六
窟
、
晩
唐
;
弟

十
四
窟
な
ど
。

(36)

髪
を
耳
に
か
け
る
表
現
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
奈
良
・
法
華
寺
十
一
面
観
音
像
な

ど
に
み
ら
れ
る
耳
の
上
で
髪
が
渦
を
巻
く
表
現
も
平
安
時
代
初
期
に
流
行
し
た
形

式
の
―
つ
で
あ
る
。
同
種
の
処
理
は
、
山
形
・
宝
積
院
十
一
面
観
音
像
、
長
野
・

清
水
寺
観
音
像
、
大
阪
・
広
智
寺
不
空
絹
索
観
音
像
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
耳
周
辺
に
み
ら
れ
る
髪
の
表
現
と
し
て
、
耳
を
わ
た
る
製
髪
も
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
の
形
は
、
法
隆
寺
献
納
宝
物
中
の
菩
薩
像
(
-
八
八
号
）
な
ど
の
金
銅

仏
に
七
世
紀
か
ら
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
楠
井
隆
志
「
法
華
寺
十
一
面
観
音
立
像
の
分
析

的
研
究
」
『
古
美
術
』
一

0
四
(
-
九
九
二
年
、
四
一
ー
五
九
頁
）
も
指
摘
し
て
い
る
。

【
図
版
典
拠
】

図
l
①
②
は
東
京
国
立
博
物
館
『
平
城
遷
都
一
三

0
0
年
記
念

（二

0
0
八
年
）
。

国
宝
薬
師
寺
展
』

国
宝
阿
修
羅
展
』

図
2
は
筆
者
作
図
。

図
3
①
は
東
京
国
立
博
物
館
『
興
福
寺
創
建
一
三

0
0
年
記
念

（二

0
0
九
年
）
。

図
3
②
は
「
奈
良
六
大
寺
大
観
補
訂
版
輿
福
寺
こ
第
七
巻
（
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
年
）
。

図
3
③
は
東
京
文
化
財
研
究
所
企
画
情
報
部
編
「
美
術
研
究
作
品
資
料
龍
華
寺
菩

薩
半
珈
像
l

第
四
冊
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

0
0
七
年
）
。

図
3

④
[
正
面
・
側
面
]
•
図
3

⑤
[
正
面
・
側
面
]
•
図
9

は
『
奈
良
六
大
寺
大
観

増
補
版
唐
招
提
寺
二
』
一
三
巻
（
岩
波
書
店
、
二

0
0
一
年
）
。

図
3

④
写
自
面
]
•
図
1
1①
·
図
1
2③
は
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
観
音
菩
薩
』
（
同
朋
舎

出
版
、
一
九
八
一
年
）
。

図
3

⑤
写
目
面
]
•
図
1
1①
は
東
京
国
立
博
物
館
『
特
別
展
仏
像
一
木
に
こ
め
ら

れ
た
祈
り
』
（
二

0
0
六
年
）
。

図
3
⑥
・
図
12
は
丸
尾
彰
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
平
安
時
代

重
要
作
品
篇
』
第
一
巻
（
中
央
公
論
出
版
、
一
九
七
三
年
）
。

図
4
は
『
研
究
調
壺
報
告
書
薬
師
寺
西
塔
跡
出
土
塑
像
断
片
」
（
奈
良
国
立
博
物
館
・

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
一
年
）
。

図
5
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
補
訂
版
興
福
寺
二
』
第
八
巻
（
岩
波
書
店
、
二

0
0
0年）。

図
6
は
奈
良
国
立
博
物
館
『
特
別
展
古
密
教
日
本
密
教
の
胎
動
』
（
二

0
0
五
年
）
。

図
7
①
は
丸
尾
彰
三
郎
ほ
か
編
『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
平
安
時
代
重
要
作

品
篇
』
第
三
巻
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
七
年
）
。

図
7
②
③
は
丸
尾
彰
三
郎
ほ
か
編
「
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
平
安
時
代
重
要

作
品
篇
j

第
二
巻
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
六
年
）
。

図
7
④
は
西
川
新
次
編
『
大
和
古
寺
大
観
新
薬
師
寺
白
嘔
寺
円
成
寺
j

第
四
巻

（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
）
。

図
8
は
東
京
文
化
財
研
究
所
編
『
研
究
資
料
脱
活
乾
漆
像
の
技
法
附
・
奈
良
時
代

史
料
に
み
え
る
彩
色
関
係
語
彙
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
j

（
学
柱
書
院
、
二

0
1
―
年
）
。

図
11
③
は
藤
岡
穣
氏
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
い
た
写
真
を
使
用
。

図
14
①
②
は
東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
『
美
術
研
究
所
報
告
高
雄
曼
荼
羅
』
（
東

京
文
化
財
研
究
所
、
一
九
六
七
年
）
。
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（
に
む
ら
・
し
ょ
う
こ

図
12
②
は
奈
良
国
立
博
物
館
『
檀
像
白
檀
仏
か
ら
日
本
の
木
彫
仏
へ
j

（
一
九
九
一
年
）
。

図
13
は
『
奈
良
六
大
寺
大
観
補
訂
版
東
大
寺
二
』
第
十
巻
（
岩
波
書
店
、

二
0
0
一
年
）
。

図
1
5
.
1
6
.
1
7
は
敦
煙
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
敦
煙
莫
高
窟
』
第
三
巻
（
平
凡

社
、
一
九
八
一
年
）
。

図
18.19
は
松
原
三
郎
『
中
国
仏
教
彫
刻
史
論
』
図
版
編
三
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
。

【
附
記
＿

本
稿
は
、
平
成
二
十
二
年
（
二

0
1
 

0
)
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
修
士

論
文
の
一
部
に
基
づ
き
、
そ
の
後
の
知
見
も
ふ
ま
え
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
成
稿

に
際
し
て
は
大
阪
大
学
大
学
院
藤
岡
穣
教
授
、
修
士
論
文
執
筆
の
際
に
は
東
京
藝
術
大

学
大
学
院
松
田
誠
一
郎
教
授
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
深
く
感

謝
の
意
を
表
し
た
い
。

な
お
本
稿
は
、
平
成
二
十
八
年
（
二

0
一
六
）
度
公
益
財
団
法
人
仏
教
美
術
研
究
上

野
記
念
財
団
研
究
奨
励
金
の
交
付
を
う
け
て
実
施
し
た
調
査
研
究
の
成
果
の
一
部
で
あ

る
。

日
本
・
東
洋
美
術
史

博
士
課
程
学
生
）
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